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                         （ 開会 午前１０時００分 ） 

 

◆開会 

●委員長（前川文博） 

皆さんおはようございます。ただいまから本日の予算特別委員会を開会いたします。 

本日の出席委員は全員であります。本委員会の会議録は飛騨市議会委員会条例第３０

条の規定により委員長が署名を行います。 

当委員会に付託された案件は配付のとおりです。本日の質疑についてもこれまで同様

に進めますのでご協力をお願いいたします。それでは付託案件の審査を行います。 

 

◆議案第４３号 令和２年度飛騨市一般会計予算 

           【振興事務所所管】 

●委員長（前川文博） 

議案第４３号、令和２年度飛騨市一般会計予算のうち各振興事務所所管についてを議

題とします。順次説明を求めます。 

（「委員長」と呼ぶ声あり）  ※以下、この「委員長」と呼ぶ声の表記は省略する。 

●委員長（前川文博） 

野村河合振興事務所長。    ※以下、この委員長の発言者指名の表記は省略する。 

□河合振興事務所長（野村久徳） 

皆様、おはようございます。きょうは振興事務所をですね、私、河合、それから宮川、

それから神岡という順番で説明をさせていただきたいと思います。 

地域振興にかかるソフト事業が中心になりますけれども、地域基盤振興費ですね、こ

ちらのほうは神岡振興事務所のほうで、まとめて説明をさせていただけると思いますの

で、よろしくお願いいたします。それでは、事業別説明資料の河合振興事務所分をごら

んください。 

河合振興事務所の令和２年度のソフト事業でございますが、考え方として、２点ござ

います。ひとつは河合村当時から地域の皆さんが大切にされてきた資源である自然、そ

れから芸術文化、それから歴史、この３点をもう一回、今年度、令和元年度から整理を

しているのですが、それは地域の皆様と外部の専門家とあらためて、再評価、それから

再構築しまして、それを持続可能なものにしていくところと発展させていくということ

が考えでございます。 

それでは１ページ目です。自然にあたるわけですが、天生の森と人のプロジェクトと

いうことでございます。この天生の森についてでございますが、県立自然公園として非

常に高い評価を受けておりまして、固有林をはじめとする膨大な原生林、それから湿原、

それらが非常に稀有な公園でございます。これらを次世代につなぐために、地元の皆さ

んが中心となってハンドメイドで、その土地にある例えば、ブナとか倒木したものを再

利用して外部から持ち込まずに環境に配慮した施工を２０年弱されてきております。こ
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れらをもう一回きちんと環境デザイン計画ということで専門家に調査をいただきまして、

それをどのようにより魅力的なものにしていくかということ、それから昨年７月に高齢

者の登山者が１人、一晩森の中で行方不明になられて、大事にはいたらなかったんです

が、そういったことがございました。そのあたりの安全性の向上もしっかりしていきた

いというふうに考えておりまして、そういったプロジェクトの内容になっております。 

具体的な事業の概要につきましては、まずは、歩道補正のための近自然工法をどう継

承していくかということで、現在、河合町在住の方を中心にパトロールの方がですね、

木を刻んだり、あるいは石をから石積をし、守っていただいています。ですが、かなり

平均年齢がだいたい６５歳、高い方ですと８０歳近い方がいらっしゃってまして、その

工法をどう伝承するかということが課題になっております。そういったものをワークシ

ョップなどを開催しながらひとつずつ若い方にもみていただき、興味を持っていただい

て継承していくことを考えております。 

それからサインシステムの作成ということで、これにつきまして先ほど申し上げまし

たように広大な森を、どういうふうに安全に入山者の方を誘導するか。それから注意喚

起をどうするか。魅力的な場所をどう伝えるか等々の情報伝達が非常に大事なわけです

が、この場所は国有林であって国が管理している県が絡んだり、市が絡んだりしてまし

て、そのためにサイン、案内板ですが、バラバラで老朽化も激しくなっておりまして、

これらを自然に配慮したきれいなシンプルなかたちで、もう一回計画を策定することで

安全性を高めるということをやらせていただきたいと考えております。 

それから緊急避難道の補修でございますけれども、これは池ケ原湿原だと車からすぐ

に湿原のほうに入れるんですが、こちらのほうは湿原にいたるまで約４０分から１時間

程度かかります。さらにそこから奥山に入るようなこともありまして、けが人が出た場

合に搬出が非常に課題である。もちろん緊急時の場合には、ヘリコプターも使うことに

なるわけですが、避難道がもともとあったところがかなり崩れていたりしますので、そ

こを整備するものでございます。 

それから天生の森の保全事業でございますが、これは観光課のほうに当初予算がつい

ていたものを補修等、あとパトロールの経費で、こちらに移し替えまして、さらに無線

で携帯電話が一部つながらないところもございますので、無線が非常に重要になります。

これは基地局等をつくって、振興事務所、駐車場のあたりと森の中を網羅できるような

ことを考えていきたいと思っています。以上が天生の森と人のプロジェクトでございま

す。 

続きまして２ページをごらんください。こちらの飛騨河合音楽の郷構想の推進という

ことであります。こちらも合併前から、東京フィルハーモニーの首席チェリストの金木

先生を招聘してですね、ご友人とか著名な音楽家の方々が河合町にお越しいただいて、

コンサート、それからセミナーで宿泊施設をご利用いただき、コンクールこの３つをず

っとやって来られております。令和２年度は、とくに若手の音楽家の育成、地域との交

流、それから市の施設で指定管理している河合の稲越のやまびこ館というところがある
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んですが、そちらにセミナー等を誘致することを積極的に進めてまいりたいと考えてお

ります。 

事業の拡充とか新規でございますけれども、まず１点目が、音楽コンクールの受賞記

念の巡回リサイタルということで、今まで河合の中で中心やってたんですが、それをコ

ンクールで受賞された方の副賞ということで、町外へ行って巡回。例えば、まず今年度

は古川で受賞記念コンサートを予定しておりますし、河合小学校の中で子どもたち向け

に一流の音楽家の演奏を聞いていただきたい。それをまた例えば神岡であったり、宮川

であったりとか令和３年度以降は広げていきたいということで巡回リサイタルの開催。

それから音楽コンクールの開催でございますけれども、今までずっとやってきて大体来

られる方が１０名から１３名程度だったんですが、それをもっと魅力的なものにして、

より若手音楽家の登竜門となるようなコンクールに磨き上げをしていきたいというもの

が２点目でございます。 

それから３点目の真夏の夜のコンサートの開催でありますが、これは令和元年度まで

は教育委員会の事業で、合併前から続けておりまして、来年度２０周年を迎えるという

ことで盛大に行わさせていただきたいということで、３点目を一部拡充させていただい

ております。 

次に３ページになります。止利仏師の伝説の伝承ということになります。こちらにつ

きましては、河合村当時から天生とか月ヶ瀬、天生の森の中もですが、その中に法隆寺

の釈迦三尊像をつくったといわれる止利仏師の生誕地であるという伝説がございまして、

地元でも非常にそこを大事にしてこられました。また小学校では匠太鼓というのが、オ

リジナルで太鼓をやられているわけですが、それをもう一度、学術的ということで、伝

説なんですが、今飛騨の匠ですね、建築とかも含めてですね、それの天生が源流である

とそういった位置づけで、世界生活文化センターに飛騨の匠のものが整理されておりま

すし、古川町の中にも匠文化館がありますけれども、そういったものをまとめて整理し

ていきたい。それで令和３年度には展覧会を行うようなことを目指して委員会を立ち上

げていきたいというのが①でございます。 

②につきましては、地元の子どもたちにそういったふるさとの伝説、歴史だとかをわ

かりやすく幼少期の方から伝えたいということで、保育園あるいは小学校と連携して伝

承事業を行わせていただきたいということでございます。 

これらをまとめて地域の方々と一緒に専門家の力も借りながら、一つ一つ丁寧に進め

てまいりたいと思います。以上で説明を終わらせていただきます。 

●委員長（前川文博） 

続いて説明を求めます。 

□宮川振興事務所長（田ノ下嘉明） 

それでは続きまして、宮川振興事務所分の説明させていただきます。事業別説明資料

宮川振興事務所をごらんいただきたいと思います。鮎、種蔵、飛騨まんが王国、池ケ原

湿原、この４つの地域振興策を展開しておるところでございます。 
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まず１ページをお願いいたします。「飛騨清流みやがわ鮎」の知名度向上については、

水上議員の一般質問において、これまでの取り組みの経緯について説明させていただき

ました。令和２年度は、４つの事業を計画しております。 

３.事業概要でございますが、飛騨清流みやがわ鮎資源活用事業補助金でございますが、

ふるさと納税返礼品に「みやがわ鮎」を加えるために、長期保存用超低温フリーザー購

入の支援に２０万７，０００円計上いたしております。補助率は３分の１でございます。 

飛騨清流みやがわ鮎ＰＲ事業ということで、杉原区の住民自ら鮎をＰＲする取り組み

に対して、会場を予定している東京都までの旅費、会場や自動車借上料を支援するため

２９万５，０００円。飛騨みやがわ鮎釣り大会の賞品に５万円を計上いたしております。 

「日本一の鮎」獲得事業ということで、高知県で開催される「利き鮎会」への旅費に

２万２，０００円。職員２名分宿泊費でございます。 

飛騨清流みやがわ鮎の拠点「川の家」推進事業ということで、杉原観光ヤナで味わえ

る鮎そのものを飛騨まんが王国「川の家」で味わえることをＰＲするため、富山市内の

イベントへの参加費用、新聞広告費などに９１万１，０００円を計上しております。 

事業別説明資料の２ページをお願いいたします。「棚田と板倉の里」活性化については、

令和元年度３月補正で説明させていただきました。令和元年度に年間を通じてさまざま

なイベントを実施しましたが、令和２年度も引き続き取り組んでまいります。 

３.事業概要の１つ目、種蔵プロジェクト２０２０の開催ということで、愛知県立芸術

大学と共同し、里の音コンサート、景観の学び・ことば遊びのワークショップを開催い

たします。出演や講演の委託料、告知チラシ印刷代などに合計１０３万４，０００円を

計上しております。 

２つ目に種蔵アーティストビレッジ構想の推進ということで、種蔵集落内の空き家を

拠点に音楽・美術・文化にかかる団体が活動し、地域との交流を図るという芸術村構想

進めております。その拠点となります空き家、タネクラハウスと名づけていますが、借

り上げのための光熱水費・下水道使用料、清掃業務委託料などに５５万８，０００円を

計上しております。 

事業別説明資料の３ページをお願いいたします。飛騨声優講座のＰＲでは、飛騨まん

が王国で２０年以上にわたって声優塾・夏合宿を行っていただいている東京の大手声優

プロダクションと協働し、３つの事業を計画しております。事業概要の１つ目、「人気声

優と行く飛騨市バスツアー」の開催ということで、市内イベント開催に合わせて、人気

声優と市内散策を組み入れたツアーを実施します。そのバス借上料に２４万２，０００

円を計上しております。２つ目、声優塾による絵本の読み聞かせなどということで、声

優塾の塾生やプロの声優による「読み聞かせ」や「朗読劇」を実施し、近年多方面で活

躍し需要が急増している声優の魅力を体験していただくものです。声優への講師委託料、

交通費・宿泊費を５人程度想定しています。チラシ印刷代・新聞折り込み料、職員の打

合せ旅費などに１０８万１，０００円を計上しております。 
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３つ目、声優塾と連携した情報発信ということで、ご縁があって飛騨市を訪れた声優

に、市内観光ガッタンゴーですとか地元のグルメを体験していただき、ＳＮＳなどを通

じて情報発信していただくということで、レールマウンテンの施設利用料などに２３万

４，０００円を計上しております。 

  最後になります。４ページをお願いします。池ケ原湿原のさらなる来場者拡大を図る

とともに、管理運営体制の強化のため、ことしは３つの事業を展開します。事業概要で

すが、池ケ原湿原の休憩スペースの設置ということで、訪れる方の要望と滞在時間の延

長を目指し、食の提供の場所を確保するためパイプテントの購入させていただきます。

湿原保護協力金に対する御礼のポストカードや散策マップの印刷費用に３９万４，００

０円を計上しております。 

２つ目、池ケ原湿原のＰＲということで、富山方面からのさらなる誘客に、フリーペ

ーパーへの広告料に４１万８，０００円計上しております。 

３つ目、管理体制の強化ということで、ヨシ刈りやパトロールなどの湿原環境の適正

管理を「池ケ原湿原自然保護センター」に委託します。車いす用含む仮設トイレの借上

料、汲み取り料などに４１３万９，０００円を計上しております。以上で、説明を終わ

ります。 

●委員長（前川文博） 

続いて説明を求めます。 

□神岡振興事務所長（森英樹） 

神岡振興事務所所管の主要事業についてご説明します。主要事業の概要の神岡振興事

務所版の１ページをごらんください。 

１ページ、宇宙物理学関連国際会議等の誘致。新規でございます。 

市内神岡町には、東京大学宇宙線研究所の研究施設、東北大学の研究センター等があ

りますが、世界の研究者が集い、その成果を発表する会議などは、これまでは、市外の

国際会議場などで行われています。本事業は、こうした国際会議を市内で開催する際の

支援制度をつくるものでございまして、誘致することで、飛騨市初の国際会議開催を目

指すものです。これにより、高度な国際的学術会議が市内で開催されるという、「まちの

新たな誇り」を生み出すことが期待できるものです。 

事業概要でございますが、国際会議等の開催支援補助金２００万円を計上しておりま

す。補助要件ですが、市内にて開催される５０名以上で外国人参加３分の１以上の国際

会議や国際学会等を想定しております。 

補助金額ですが、参加者数×宿泊日数×５，０００円を支援。上限を３００万円と設

定しております。 

令和２年度は、東京大学宇宙線研究所がホストを務めまして、来年度開催が決定して

いる国際会議「ＮＮＮ２０」の誘致を目指します。財源としましては、ふるさと創生基

金２００万円を計上しています。 
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２ページ目をごらんください。魅力ある神岡のまちづくりの推進。こちらの事業は、

新規でございます。 

ひだ宇宙科学館カミオカラボのオープンから１年が経過し、入館者は１３万人を超え、

予想以上の好評価をいたただいています。こうした来訪者により長く、神岡のまちに滞

在していただき、神岡の魅力を感じてもらうことが重要であることから、神岡町若手有

志により「神岡のまちづくりを考える会」が一昨年に立ち上がり、昨年９月には検討結

果が提言書として市へ提出されました。提言書の内容は多岐にわたっており、そのすべ

てを具現化することは困難であるため、さらに地域を絞った具体策について、有識者や

地元市民による検討会議において、さらに検討を重ねることとし、神岡の新しいまちづ

くりのグランドデザインを描くものです。会議名は仮称令和版神岡まちづくり検討会議

とし、本年９月末を目標に全体構想をとりまとめることとします。なお、本会議には富

山大学都市デザイン学部の安江健一准教授に、有識者として参加をお願いし、先日承諾

をいただいたところでございます。 

続いて３ページ、神岡のまちづくり拠点の整備支援（旧深山邸利活用）でございます。

こちらは、新規事業でございます。 

旧深山邸は、神岡町川西の市街地に存在する、かつて花街として栄えた面影を残す建

築物であり、現在はまち歩きガイドにより観光客などに公開されていますが、年間を通

した利活用についてはなかなか進んでいません。こうした中、神岡有志による「若松家

の活用を考える会」が編成され、観光拠点として一般公開を行うなどいろいろな活用案

が提示されました。これを受け、市ではまちづくりの一拠点として、民間主導により活

用していただくために、必要な支援を行なうこととします。 

具体的には、公募により旧深山邸を活用したい団体を募り、活用案を提案していただ

き、最適な提案をおこなった団体へ施設を貸し付けることとします。なお、最低限修繕

が必要なトイレなど、水回り部分の施設改修経費の一部を市が負担します。財源としま

しては、ふるさと創生基金３５５万円を計上しています。 

４ページ目をごらんください。ロストラインパーク構想の推進。こちらは拡充の事業

でございます。 

旧神岡鉄道の廃線路を活用したレールマウンテンバイクは、一昨年にオープンした「渓

谷コース」がさらに人気を集め、利用者数は右肩上がりの状態が続いており、市の観光

振興を支える重要な柱として成長を遂げています。令和２年度は、さらなるＰＲを展開

することとし、首都圏等で開催されるイベント等に官民協働で参加します。 

一方で、鉄道構造物は建設から５０年を経過しており、経年劣化も多々あることから、

安全性確保のためにも定期点検・メンテナンスを含めた維持修繕工事も継続して実施し

ます。 

具体的には、今年８月１９日、２０日に東京で開催される「こども霞が関見学デー」

の国土交通省のスペースに、ＮＰＯ神岡・まちづくりネットワークとの協働でレールマ

ウンテンバイクガッタンゴーを出展し、当市が誇る廃線路を活用したアクティビティを
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広くＰＲします。毎年実施している施設の安全調査点検を行うほか、施設の老朽化に伴

う旧奥飛騨温泉口駅駅舎などの屋根修繕工事等をおこないます。財源としましては、鉄

道資産整理基金４５０万円、ふるさと創生基金２００万円ほかを計上しています。 

５ページ目をごらんください。山之村地区の振興。こちらも拡充事業でございます。

人口減少による人材が不足している山之村地域において、都市部の人材を「地域おこし

協力隊員」、「集落支援員」として積極的に受け入れを行っています。 

令和２年度も山之村地区においては、農産物等の地域資源を活用した新たな集落モデ

ルをつくるべく、地元と一体となった地域おこし活動を支援していきます。 

具体的には、地域おこし協力隊員を新たに１名を配置し、地域資源の発掘や新商品の

開発・販売活動等を行います。また、集落支援員１名を継続して配置し、山之村集落の

巡回・点検による現状把握と課題解決のために必要な支援活動を行います。新たに配置

される、地域おこし協力隊員につきましては、ぜひ自然豊かな山之村で暮らし、いろい

ろな体験、活動をしたいという若い女性の方がおみえになり、この４月から活動を始め

るべく、現在準備を進めているところです。 

最後になりますが、地域基盤振興費についてご説明します。 

基盤整備部の主要事業の概要（事業別説明資料）の３ページ目をごらんいただきたい

と思います。地域基盤振興費は、各地域から毎年よせられる道路・水路の修繕など、市

民生活に直結するさまざまな要望に対し、各振興事務所の判断で、迅速かつ柔軟に対応

するためのハード予算です。 

令和２年度は前年度と同額の１億５，０００万円で、その内訳は、古川、５，９００

万円、河合、１，８５０万円、宮川、１，６５０万円、神岡、５，６００万円となって

おります。緊急性、重要性、地域のバランス等に配慮しながら、地域の要望に対して、

来年度もスピード感をもってしっかり対応してまいりたいと考えています。以上で説明

を終わります。 

●委員長（前川文博） 

  説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〇委員（野村勝憲） 

河合の音楽の郷について質問いたします。事業概要が３つに分かれていますけれど、

３番目の拡充で真夜中のコンサート２０周年記念、これについてですけど予算２６０万

円が計上されています。この具体的な事業内容、例えばギャラが幾らとかですね、それ

へんちょっと具体的に教えてください。 

□河合振興事務所地域振興課長（古田善尚） 

真夏の夜のコンサートの具体的な予算でございますが、出演料ですが１人、８万円で

２１名を予定しております。それから旅費につきましては３万円で２３名。それから出

演者の宿泊費ですが、２３名分で１万８，０００円を予定しています。コンサートの会

場使用料が約６万円。それから印刷製本、ポスターとかチラシが２万５，０００円。ピ

アノ調律等々で約６万円を予定しております。以上です。 
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〇委員（野村勝憲） 

そうしますと、ほとんど２８０万円は出演者の関係ということになるわけですけれど

も、例えば、これ入場料はどのようなかたちになるのですか。 

□河合振興事務所地域振興課長（古田善尚） 

入場料につきましては、２，０００円を予定しております。 

〇委員（野村勝憲） 

２，０００円で何名。 

□河合振興事務所長次長（古田善尚） 

１５０席を予定しております。 

〇委員（野村勝憲） 

どちらにしても、２０周年と節目のイベントなんですね。したがって私こういった節

目のときだけにただ単に１５０名ということで、ほとんど飛騨市内の人だと思いますわ。

これからどういう告知をされるかわかりませんけども、やはり節目である以上は、これ

だけのギャラを払うわけですから、例えば東海地区のメディアとタイアップしてやると

か、そういったことは考えていらっしゃるんですか。まだ日にちは８月ですよね、プロ

モーション期間はまだありますので、そのへんの考えをどうなんでしょうか。 

□河合振興事務所所長（野村久徳） 

野村議員ご指摘のとおりでございまして、今回は２０周年ということで、住民の皆様

にとってもですね、非常に思い入れのある大切な機会でございます。かといって、こう

いった公費も当然入れておりますので、メディア関係あるいは音楽関係の専門家、例え

ばセミナーの生徒さんとかそういった方も含めて周知するようにしっかり検討してまい

りたいと思います。 

〇委員（野村勝憲） 

どちらしても音楽の郷構想、音楽でまちづくりをしようという一つの表れですよね。

そういうことを考えたら、ぜひパブリシティ展開もいいですが、例えば、東海地区のラ

ジオ局、名古屋のラジオ局、ＣＢＣもありますし、東海ラジオもあります。あるいは放

送ですと、東海テレビとかＣＢＣとかメーテレとか金額高くなりますので、岐阜放送を

絡めるとかですね。３０分番組にするとかですね。せっかくこれだけの人たちが出演し

ていただくわけですから非常に面白いと思うんですよ。それともう一つはですね、市と

関係のある、例えば具体的にして申し訳ないんですけども、飛騨農業協同組合さんとか

あるいは金融関係が取引ありますよね。そういったところにスポンサーになっていただ

いて、それでこれを番組ですね。例えば土曜日とかある時間帯に３０分番組で放送する

というようなことは考えていらっしゃらないですか。 

□河合振興事務所所長（野村久徳） 

スポンサーにつきましては、予算上確定しておりませんので、計上してないのですが、

地元など金融機関とか支援いただく財団のほうに支援をいただくように手続きをとって
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おりまして、支援くださるということで内定いただいておりますし、残念ながら今回は

見送られるということでご案内もあったところもあります。 

それからのメディア関係でございますけれども、検討してまいりますが、どうしても

お金がかってくることでございますので、そのあたりを含めながらＳＮＳ等ですね、あ

るいは金融機関のどのような協力が得られるかわかりませんけれども、検討してまいり

たいと思います。 

〇委員（野村勝憲） 

古川町時代ですね、音楽で番組してスポンサーをつけて、おこなったという過去に実

績があるんですよ。そこをちょっと紐解いていただいて、参考事例にして、スポンサー

を集めればいいわけですから、市からも２８０万円も出すわけですから、これ以上負担

かけちゃいかんと思いますよ。ですから民間と一緒になって河合の郷づくりをやるんだ

というアピールをしたらいかがかと思いますが、どうでしょうか。 

□河合振興事務所所長（野村久徳） 

実行委員会で考える中で、テレビとラジオのことはちょっと考えておりませんでした

ので、改めてそのあたりの可能性も検討していきたいと思います。 

〇委員（籠山恵美子） 

今野村委員のおっしゃったことの関連ですけど、私はちょっと気になっていたのは最

後に説明のあった地域基盤振興費の活用っていうことで、これを見ますとハード事業だ

けの振興費ですよね。そもそも平成の大合併が起きまして、全国その自治体によっては

地域自治区というあり方を模索しながら地域の自主性ということで、ある程度の予算を

しっかりとそこに与えて、地域の自主性を尊重して、これまでとおり遜色のないように

というやり方をしている合併の場合もありますし、飛騨市の場合は地域自治区というや

らないのかと前にいろいろ求めたこともありましたけど、それはやりませんと。最初の

市長がいわゆる支所ではなくて振興事務所だと。その地域地域を振興させるためにちゃ

んと予算をつけるんだということで始まったのは飛騨市の合併なんですよね。そういう

ことでいうと、ある程度の振興事務所独自でできる予算を１億円ほど最初はつけて始ま

りました。またその首長が変わったときには、その予算の執行決算を振興事務所長に委

ねるのではなく、本庁の１本決裁だというふうに変わってきたこともあります。それで

随分ごたごたしたと思うんですね。ですからそういう弊害も残念ながら、もったいない

ほど地域３振興事務所ありますけど、どれほど自由にその地域の人の細々とした要望を

きめ細やかに実現できているのかなっていうのは疑問があります。例えば、野村委員が

おっしゃったように２０周年の記念的な祭典をやるときに、ハード事業の予算はつくけ

れども、ソフト面でそれだけやれる余裕があるのかって言ったら多分厳しいんでしょう。

そうなると民間とのタイアップどころではない。振興事務所と本庁のタイアップがなけ

れば、そういう宣伝活動だって十分に予算化できないと思うんですよね。結局外部から

来てくださるお客様にしてみれば、振興事務所をやってるんだとか関係ないんですよ。

飛騨市のこういうコンサートなんですよね。そういうときに十分にＰＲができて２０周
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年記念を大いにＰＲして、喜び合える。みんなで享受できるっていうことになると、本

庁の助けもなければ無理だと思うんですよね。そういうあたりの今振興事務所の予算の

つけ方、自由采配ってのは、どうなってるのかなって疑問でならないんです。これ市長

に伺ってもいいですよね。 

△市長（都竹淳也） 

振興事務所にある程度予算を渡して自由にっていう考え方もありますし、その本庁が

やるんだって考え方もありますが、ＡかＢかじゃなくて私はＣだと思っていましてです

ね、振興事務所の事業というふうに分けるのではなくて、河合という場所で行われてい

る飛騨市全体の事業であると。あるいは神岡で行われている飛騨市全体の事業であると

私は市長になってから一貫してその姿勢でやってきております。したがって今回のこの

全部の事業は検討する段階で振興事務所に任せてやってくるっていうのではなくて、本

庁一体になって議論しているということですし、今までこれもですね、私の前までは市

役所で例えば観光課の事業であったり、企画課の事業であったりしてそれがこの議会で

も説明してたんですけど、やってもらうのは振興事務所で地元のひとつ一緒に行っても

らうけど、予算づけのところは市全体の中でやっていくんだという考え方をしておりま

すので。ＡかＢかじゃなくてＣだっていうような考え方で今回向かってます。したがっ

て、逆に言うと、今回ほとんどふるさと納税を結構使ってるんですが、例えば今回の河

合の音楽コンクールは、本当に地味にやられていて、市役所の職員でも知らない人が多

かったんですけど、こうやって大きくやって、去年から文化交流センターを使うことに

よって市民の人にはるかに知ってもらえるようになってきてますし、そうやって市全体

で取り組む姿勢を持つことで市民全体が知ってもらえるということはかなり進んできて

るのではないかと思ってまして、そういう姿勢で臨んでいきたいと思っておりますので、

枠をつくって、その中であるいはそれを増やしていくんではなくて、必要なものは市全

体としてのプロジェクトに位置づけて、しっかり予算づけをしていくというこういう考

え方でおります。 

基盤系だけは今度は別でありまして、本当に身近なところ機動力もってやっていかな

ければいけないので、１回１回本庁全体で、市全体で協議するよりも、現場でさっと動

いてもらうということで基盤振興費はどんどんと実は額を増やしてきて、１億５，００

０万円までもってきているんですけど、そういう考え方の中で向かっているとこういう

ことでございます。 

〇委員（籠山恵美子） 

そうしますと、例えば振興事務所ごとにその地域のいろいろな地元の方と話し合いな

がら地元の要望に応えていろんな試みをしたいと企画を立てたいというときに、振興事

務所のほうでそういう計画を立てます。それに予算が伴います。そのときの予算のあん

ばい、足りなければどうするかっていうときには、本庁は、それは予算範囲内でやりな

さいなんていう冷たいこと言わないということでいいんですか。 
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△市長（都竹淳也） 

これは予算ですから、どんな事業でもどういうふうに増額補正をするのかということ

はありますけれども、あなたのところはこれだけの枠しかないんでこの中でやるという

ことは言わずに、それぞれの事業に応じて必要であれば、さまざまな事業と同様に増額

補正をしたりあるいは新年度予算でしっかり予算をつけたりという考え方で向かって

いってると、こういうことでございます。 

〇委員（澤史朗） 

先ほどのコンサートの件なんですけど、２６０万円は実行委員会への委託というふう

にして捉えてよろしいでしょうか。 

□河合振興事務所地域振興課長（古田善尚） 

  はい、実行委員会への委託でございます。 

〇委員（澤史朗） 

そうすると、先ほど入場料２，０００円×１５０席を予定しているということですけ

ども、このチケット売り上げは実行委員会のほうの収入になるということでよろしいで

すか。 

□河合振興事務所地域振興課長（古田善尚） 

そのとおりでございます。 

〇委員（澤史朗） 

そうしますと、場所をホワイエを使う関係上、１５０席というふうにして限定される

のだと思いますけれども、いろいろと２０周年ということで、昨年もホワイエを使って

開催されたようですが、１５０席、なかなかそれ以上の方が関心があると思われますが、

でも入れなかったということもございます。 

これ２０周年ということで、先ほど野村委員もおっしゃってたように、大々的にコマ

ーシャルをするということをやった場合に、例えば単純に倍の３００人の人がチケット

をお買い求めたいというふうになった場合に会場はどうなるのでしょうか。 

□河合振興事務所長（野村久徳） 

昨年もそうだったんですが、ご指摘のとおりですね、大きなホールでやるかどうかと

いうことでとくに演奏家の方とも打ち合わせをしていきまして、昨年ホワイエでやった

のですが、時期的には、友雪館あたりですと一番規模的にも地元ということもあったん

ですが、実は弦楽器が多くて、友雪館では湿度の調整が非常に難しいのが１点と、もう

１点は、雪冷房の関係でクラシックコンサートなのに音が若干するんですね。最終的に

実行委員会とも相当検討を重ねてホワイエでやるということになりました。 

特徴として、身近で一流の音楽が楽しめるっていうところが演奏家の方も実行委員会

の方もこだわりというのもありまして、今のところは昨年同様にというふうに考えてお

ります。ただそのあたりにつきましては、まだ少し時間がありますので、ちょうど今、

何もなければ５月に先生もいらっしゃいますので、先生と会場を見ていただいて、再度

再考をしたいと思っております。 
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〇委員（澤史朗） 

振興事務所長言われるとおり、楽器のこともありということで友雪館を使ってやられ

てきて、たまたま昨年はその冷房の関係がうまく動かないということで会場を移したよ

うにも聞いておりますけれども、いわゆる２０周年という冠なんですよね。そうすると

演奏者の方々に重きを置くのか、市民の観客の皆さんに重きを置くのかということで、

広くやっていただきたいなという希望なんですけども、そのへん今のお話だともう一度

検討する機会があるということでしたけれども、そのように考えておいてよろしいでし

ょうか。 

□河合振興事務所長（野村久徳） 

この事業は市の委託で、予算上は今までの話の中だと文化交流センターのホワイエと

いうことで決まってはいるのですが、まだ時間もございますので、そういったご指摘も

ふまえて、再度実行委員会の方と先生の方とで検討はしたいと思っております。 

〇委員（水上雅廣） 

籠山さんの続きでやらせていただきたかったんですけど、先ほど籠山委員がおっしゃ

ったように振興事務所と本庁との関係というのは、すごく心配な部分だったと思うので

市長の思いはよくわかりました。きょうは振興事務所以外では総務部長しか出てらっし

ゃらないので総務部長にちょっとお聞かせをお願いしますけれども、こうした事業は振

興事務所ご存じのように、言わなくてもわかってますって顔ですけど、人数もそこそこ

限られた中でこれだけの大きな仕事をしっかりとこなしていこうと思うとどうしても本

庁と一緒になって、相互に協力しながら振興事務所が主体に音頭をとってというのはわ

かるので、お願いも含めてですけど、その担当者が言っているじゃなく、責任ある担当

部の部長がそれぞれの振興事務所へ少しまめに顔出していろいろと相談にのってあげて

ほしい。これが実感として思うんですけれども、そのあたり総務部長として対応いただ

けるかどうか。答弁をいただけますか。 

□総務部長（泉原利匡） 

おっしゃるとおり、なかなかの振興事務所のほうへ行ってないっていうのが、ちょっ

と現状もあろうかと思いますので、今後はそれぞれの部長にも足を運んでいただきまし

て、いろんな事業につきましても協力体制をとっていくように話をしたいと思います。 

〇委員（水上雅廣） 

ぜひお願いをします。どの事業も成熟させて、それぞれの地域を盛り上げていって、

飛騨市の名をうってですね、飛騨市の最終的な税収まで結びつける。そんな覚悟だと思

っていますから頑張れるようにお願いいたします。 

〇委員（高原邦子） 

私は今の真夏の夜のコンサートの場所のことなんですが、私何回か行ったことがある

んです。あれは友雪館やでいいんですよ。あの夜が、日が沈んで、そして後ろを開けた

りする雰囲気があるんですね。でも野村所長は、その機械のその弦楽器でいろいろアー

ティストとかプレイヤーの気持ちを考えるとかっていうことなんですけど、これせっか
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く河合村がずっとやってきたことで、やっぱ河合でやるのが私は筋だと思うんですよ。

そしたら河合振興事務所じゃなく、さっきの市長の話を聞いていると、市が全体でやる

って言ってんだから、河合振興事務所の事業別予算のこんなところで出さなくて、また

違うところへ出すのが筋じゃないかと思うんですけど、またもう一回考えてみてもらえ

るとかいろんなことあると言われるんですけど、あの雰囲気とか音も大事ですけどそう

いったところもやっていただきたいし、本当に当初のころから私は聞きに行ってますけ

れども、皆さんの熱い思いわかってますけども、どうか河合村からやってたというそこ

を私は大事にしていただきたいと思うんですけど、いかがお考えでしょうか。 

△市長（都竹淳也） 

私ずっと関わってきたんで私答えさせていただきますけど、おっしゃるとおりなんで

す。あの友雪館でやるのが一番いいんです。ただ演奏の環境としてあまりにも劣悪で楽

器が割れたりするんですよ。さすがにそれはまずいというのと、それからここ近年暑い

年が続いていて演奏家が熱中症になりそうだって、ここでやるんだったらもうやりたく

ないとおっしゃるんですよ。それで、おっしゃるように河合であるということで河合に

こだわりたいということで友雪館の冷房を直せないかというような検討もして、何千万

とお金がかかるものですから、アリーナですから元来。年に冷房を使うのがほぼが１回

ですから、そのための投資としてどうかということもあって、冷風機を入れたらといろ

んなことも検討しました。ただなかなか、あそこの場所が難しいというのがあって。そ

れでその地元の方々とも、こういう状況なんだけどどうしたらいいかっていうことも率

直に申し上げて、逆に河合でやってきた皆さんが古川の文化交流センターのほうがいい

と、むしろそっちでいいということをはっきりおっしゃってくださったのが契機になっ

て、去年の移動ということになっているということです。ただ合宿とセミナーの場所は

やまびこ館ということで徹させてもらうということ、それから名前はどこでやろうと飛

騨河合音楽コンクールっていう名前をコンクールのほうは付していくということは、こ

だわって続けていきたいというふうに思っているんですね。どうしてもそこの両立をは

からなければいけないということがあるので、あの地元の思いだけでもなかなかいかな

いというのはあります。それからのさっきのホワイエの場所も実は検討して、去年随分

チケットが売れたものですから、スピリットガーデンホールへ移したらどうかという話

を直接申し上げたんですが、これも演奏家これプロの演奏家だけではなく、先生方は皆、

指導者として来ておられて、セミナーの学生さんとか若い演奏家もおられるんです。そ

うすると、こんなに聴衆と近く演奏できる経験というのはできないとおっしゃるんです

ね。ホールのステージでやることはどこでもできると。飛騨市民はものすごく一生懸命

聞くので、こんなに一生懸命聞いてくださる聴衆とこんな近くでできるという機会はな

いということにこだわられて、実際はお断りする方とか後ろの方で聞きにくい方もあっ

たんですが、ホワイエでやったという経緯があるということもありまして、そのあたり

音楽家の方々の思い、育てたい若手音楽家への思い、それから我々の思い、いろんなも

のを取り混ぜる中でだんだんこのようになってきているということなので、やっぱり思
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いがある事業だけにそういったことを話し合いながら、徐々に先に進んでいくのかなと

いうことでございます。 

〇委員（籠山恵美子） 

どういうふうにコンサート８月８日迎えるかっていうことでは企画の内容ですよね、

それにもいろんな工夫ができそうな感じがしますから、やっぱりこれまでの合宿それか

ら学生たちとの交流の履歴っていうんですかね、そういうものをちゃんと展示しながら 

ただコンサートだけではない。もしかしたら昼また夜と２ステージあったらいいかもし

れない。その間にいろんなホワイエには展示があってちょっとしたスポット的なあの学

生と生徒たちとのやりとりがあってきたりみたいないろんな試みができそうな気がする

ので２０周年記念ですから、ここは本庁が大いにやっぱりバックアップして成功させて

もらいたいと思います。いかがですか。 

△市長（都竹淳也） 

すごくいいアイデアをいただけたかなと思っていますし、実際にはことし私セミナー

の土地も行ってみたんですけども、合宿はやまびこ館でやるのですが、文化交流センタ

ーのホワイエとか中でのレッスンがあるんですね。最後の終わりがけにみんなで発表会

みたいなのやることがあって、これなんか公開したらいいんじゃないですかって、まさ

しく籠山委員おっしゃるような話、昼と夜できるななんて話もしておりましたし、いろ

んなことが考えられると思います。２０周年だけ大きく開催して、あとは平準化という

ことよりも、今回ふるさと納税充ててるのですが、先生方が随分声をかけて集めてくだ

さって、この金額になっていることもあるので、ある程度ふるさと納税の財源が充てれ

るのであれば、継続的には一定の規模でやるということもあると思いますからやり方も

含めてですね、本庁の方は、教育委員会の文化振興課担当になりますし、このためにプ

ロジェクトチームをつくって関わりたい職員を集めて市長から委嘱状を渡して職務とし

てやってよいというかたちで、そんな編成も組んでますので、市役所をあげて、そして

河合事務所振興事務所・地元の方、一体になってやれるようなかたちで模索していきた

いと思っております。 

〇委員（住田清美） 

音楽の話はよろしいでしょうか。私ちょっと違う観点から質問させていただきます。

地域おこし協力隊のお話で、これでいきますと神岡振興事務所の５ページの山之村地区

の振興のところに入ってくるのかと思うんですが、山之村地区の振興のためにも地域お

こし協力隊の配置ということで具体的にいらっしゃるということで安心はいたしまし

た。質問したいのは、集落支援員の配置がございます。たしかこれは今まで地域おこし

協力隊でみえていた方が、昨年からそのポジションを集落支援員というかたちに移され

たんだと思うんですけれど、多分、今２年目くらいかと思うんですが、このかたちでの

雇用は今後を続ける予定なんでしょうか。 

 

 



 

15 

 

□神岡振興事務所建設農林課長（竹原尚司） 

任期につきましては、令和２年度の一年間ということになっております。それでこの

方につきましては、３０代の男性の方でございますけど、現在はお一人で、さらに中古

住宅を購入されて定住されてみえるんです。山之村のほうで今後も生計を立てながら、

定住していただくようになっております。 

〇委員（住田清美） 

ということは、一生懸命わらび粉をつくっていた彼だと思うんですけれども、一生懸

命やっててもらっていると思いますが、今年は集落支援員ということで、生活の保障も

成り立っておりますが、来年度から生計を立てていくということで、市のほうの援助は

なくなるということなんでしょうか。 

□神岡振興事務所建設農林課長（竹原尚司） 

現在のところは、市としての引き続きの援助というものはございません。 

〇委員（住田清美） 

せっかく山之村に定住してくださるんですから、しっかりと定住が成功できるように

してお願いしたいのと、たぶん今山之村に限らずいろんな地域で限界集落的なところで

こういう地域おこし協力隊の力がほしいというところがたくさんあると思うんですが、 

そのへんはごめんなさい。神岡に聞いていいのかどうかわからないですが、市としてこ

の協力隊の力は大きなものがあると思うんですが、全体的にそういう要望がある地区に

は協力隊を今後も配置するお気持ちなんでしょうか。 

△市長（都竹淳也） 

配置をしていきたいと思っております。今までも何度もチャレンジをいろいろして、

宮川からの要望もありますし、河合からもご要望ありますし、数河もご要望ございます。

非常に実は今まで難しいなと思いながらきているのは、地区単位で募集かけたときには

あまり応募がないんですね。やることが非常に抽象的になってしまうと応募がなくて、

それで苦戦をずっと続けてきています。募集の仕方を変えたりということもいろいろや

ってきているんですが、やっぱりなんとなくこの地域に住んで地域振興をやってくださ

いということが難しくて、今回は山之村の場合は先においでになる方がある程度目処が

あって、そこに地域おこし協力隊をあてるみたいなかたちに結果なったんですが、そう

いうアプローチを考えていかなくちゃいけないのかなと思っておりまして、やはりここ

に住んでくれる人あるいは全体をやってくれる人のようなところを探す。その後に地域

おこし協力隊をつけていくみたいな逆のことも考えていかないといけないのかなとい

うのが今の思いですが、いずれにしても地域おこし協力隊そのものは特別交付税の措置

もあって人件費この予算額に対する市の負担がかなり下がりますので、そうしたことも

含め合わせまして今後引き続き取り組んでいきたいと思っております。 

〇委員（住田清美） 

現在、市の中で頑張っとってくれとる地域おこし協力隊たくさんいらっしゃいますの

で、年限があるのでいずれここに残って起業していただけるのが一番の気持ちだと思い
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ますので、集落支援員ようなかたち、それから起業をする、もしあれでしたらまた今後

会計年度任用職員として正式に採用していくというようなお考えのそういう幅も持た

せていただく中で彼らの力に期待するところなんですが、そのような思いで雇用のほう

は進めていただけますでしょうか。 

△市長（都竹淳也） 

会計年度任用職員というのは一つの方法なのかもしれないんですね。むしろ職員とし

てそこに人を配置するんだという考え方です。これはあり得るのかもしれないというこ

とは思っております。ただそこをどう考えるかというのはまた違う観点も実際あります

ので、その後にも含めてどういうふうに定着してもらったらいいのか。起業される方も

ありますから実際に。全体としてどうすればいいのか引き続き考えていきたいなと思っ

ています。 

〇委員（野村勝憲） 

魅力ある神岡のまちづくりについてお聞きしますけれども、まずこれから立ち上がる

わけですけれども、現在のまちづくりの飛騨プラスとのすみ分けはどのように考えてい

らっしゃるんですか。 

□神岡振興事務所長（森英樹） 

今回、令和版神岡まちづくり検討会議ということで設置をしたいと考えているんです

けれども、基本的には市からの委任業務といいますか、市長から委任された方がメンバ

ーになって検討会議を行うという位置付けでございます。 

〇委員（野村勝憲） 

そうしますとそのメンバーの中１０名予定されているようですけれども、その中に飛

騨プラスの方は入らないんですね。 

□神岡振興事務所市民振興課長（森田雄一郎） 

今回のメンバーの方々につきましては、神岡商工会議所ですとか観光協会ですとかＴ

ＬＳＬ実行委員会の方々とかさまざまそのまちづくりに関わっていらっしゃるという

ような団体にこちらからご出席をお願いしておりますので、飛騨プラスという団体に要

請はしておりません。 

〇委員（野村勝憲） 

経済を中心にした諸団体ということで理解してよろしいわけですよね。お聞きします

けれども、今回予算３２万円計上されていますけれども、これから立ち上げた以上は、

次年度はもちろんのことですね、ずっと続いていくと思いますけども、毎年毎年予算計

上されるおつもりですか。 

□神岡振興事務所長（森英樹） 

この検討会議はですね、先ほど話したとおり、来年度でグランドデザインを描いてい

ただくということで、来年度１年の会議になろうかと思います。 

 

 



 

17 

 

〇委員（野村勝憲） 

要するに単年度だけで終わるということですね。あとはこの名称は残るけれども、そ

の経済界の人たちでボランティアを含めてやるという理解でよろしいですか。 

□神岡振興事務所長（森英樹） 

この会議はですね、１年で結論を出していただきながら、こういった方々には今後も

いろんな助言をいただくような位置づけにはなるかと思います。 

〇委員（野村勝憲） 

もう一点だけ参考までに森所長、先ほど冒頭でですね、カミオカラボが１３万人入っ

たという話をされていました。これは有料なら私は驚くんですけども、無料ですよね。

あくまでもね。別に驚く数字じゃないんですけども、そこでお聞きしたいのは、オープ

ンして１年経つわけですね。１年経って要するに飛騨市はもちろんのこと神岡町にどれ

だけの経済波及効果があったのでしょうか。 

□神岡振興事務所長（森英樹） 

議員おっしゃるとおり無料の施設でございますけれども、宙ドームの売り上げとしま

しては２割増というふうに聞いておりますし、土産の物販の部分についてはピークで４

割増というふうにお聞きしておりますので、宙ドーム全体の売り上げは非常にそれなり

の効果があったと思います。また、ガッタンゴーとカミオカラボという神岡の二大観光

施設が連携することによって、周りの飲食店とかへ行かれるそういうお客さんもでてき

ているというふうに聞いておりますので、定量的にどれだけという効果を把握しており

ませんけども、そういった効果は非常にあったと思います。今回の会議はやはりそうい

った二大観光施設のお客さんがもっと滞在してもらえるように、神岡城行ったり江馬館

へ行ったりして楽しんでもらえるようなそういう連携を広げるためのアイデアを描いて

いただくということでございますので、来年度そういったグランドデザインがあがって

きた後にそれを具現化するような検討を進めていきたいと思います。 

〇委員（野村勝憲） 

私旅行会社で知り合いおりまして多少情報を聞いてるんですけども、奥飛騨温泉郷は 

経済波及効果あったと思いますよ。なぜならば、ちょうど富山のほうから来てトイレ休

憩の時間帯になると。それと運転手も休まるということで、非常にそういう意味では休

憩のスポットになっているということなんですね。問題はやっぱこれだけの投資をした

わけですから神岡だけじゃなくて飛騨市に波及効果をもたらすんだという、市長どのよ

うな考えをお持ちですか。 

△市長（都竹淳也） 

もちろん直接的な効果ということで今の森所長の思いをおっしゃいましたが、あの一

般質問でも何度か申し上げましたけど、元々その基礎的条件として宿泊施設が圧倒的に

少ないですから、そこを考えてですねそこが急激に増えていくってことはそもそもない

ですね。ただ高山を含めた飛騨地域全体の中での飛騨市が発揮できる魅力。こういうふ

うに考えたときにやっぱりその全体をめぐっていただけるっていうことの効果が出てく
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るだろうというふうに思いますし、その中で飛騨全域の滞在時間の延長ということに 

つながってくればですね、これはやっぱり古川も含めて効果が出てくるだろうというふ

うに思います。それからそもそも行政がなぜやるかっていう採算だけで考えれば、あの

民間にやっていただければいいわけであって、行政がなぜやるかっていうことを考えた

らそれはやっぱり地域の誇りである宇宙物理学研究というものをまちの子どもたちがず

っと自慢に思っていてくれる。それで町民の人たちがいかに元気づけられるかっていう

そういった要素も非常に大きなものであるというふうに思っておりますし、現実に神岡

に行って聞いていただくとわかりますけど、皆さん圧倒的にやっぱり自信といいますか

誇りというものを強く持っていらっしゃることを考えると、金額に換算できない部分も

相当大きいというふうに考えています。そうしたことも含め合わせまして効果というこ

とをみていくべきではないかと思います。 

〇委員（野村勝憲） 

市長はいつも宿泊施設が少ないって言ってますけども、実際宿泊施設はあっていつも

満室じゃないんですよ。例えば近くでいったら数河の民宿あるいは古川町のホテルや旅

館にしてもですね、やはり相当を苦戦されているようですわ。そういうことなんで、高

山に行ってもらわなくても古川には既存の施設があって、いつも満室ならいいですよ、

満室じゃないんですよ。そのへんはどのように考えてらっしゃるのですか。 

△市長（都竹淳也） 

カミオカラボをつくったからといって神岡の施設が満室なるのということはないと

いうことじゃないかと私は思っておりまして、それでやっぱりその宿泊施設が満室かど

うかということは、旅行者を誰をターゲットにどういう売り込み方をしていくのかとい

うことにかかっているいるわけですから、やっぱり古川の宿泊施設でガッタンゴーも合

わせて宣伝しながらセールスに歩いとるところ実際ありますし、そういったことにつな

げていただく中で効果というのは出てくる話であろう。実際に神岡の宿でビジネス需要、

つまりあの鉱山とかの出張のための宿として実質機能しているところも相当あります。

流葉数河の宿はスポーツ合宿中心にやってらっしゃるところもある、それぞれターゲッ

トと考え方の違うことでありますから、そういうことが結局カミオカラボができたから

といって急激に宿泊が増えるということにならないということ、そういう意味で数が決

して多くないということを申し上げている。こういうことでございます。 

〇委員（野村勝憲） 

ぜひですね、神岡じゃなくて古川にカミオカラボのお客さん来れるようにですね、市

長自ら企画してちょっと見本見せてください、どっかで。 

△市長（都竹淳也） 

ご意見として承っておきます。 

〇委員（水上雅廣） 

先ほどの住田委員の地域おこし協力隊の話ですけど、全体で飛騨市としての予算の中

で地域おこし協力隊って何名の予算がみてあるのか教えていただけませんか。 
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□総務部財政課長（洞口廣之）  

４名分、この一般予算会計に含まれております。 

〇委員（水上雅廣） 

今予算編成の検討内容といういただいた資料の中に、宮川の池ケ原の関係あそこにも

地域おこし協力隊をっていうような表記があるんですけど、そちらにもあの予算の中に

地域おこし協力隊の予算が入ってるんですか。 

□総務部財政課長（洞口廣之） 

宮川のほうはたしかにそのようなかたちで活用したいという意向を持っておりますが、

地域おこし協力隊を予算化するにあたっては、しっかりマッチングができて、その業務

についていただけるという見込みが立った方を予算化しておりますので、今ご質問にな

りました件については、今の現計予算には含まれておりません。 

〇委員（水上雅廣） 

地域おこし協力隊はわかりました。それと集落支援員なんですけど、さっきも少し住

田委員の質問中でも言葉として思うことがあったんですけど、この人そのものを支援し

ているような雰囲気にとらわれることがないような事業としていただきたい。何かしら

これだけ見てると任期は１年ということはわかりますけど、その仕事なのか、その定住

のためにこの人にみたいなそのへんがちょっとしっかりとすみ分けができてないんじ

ゃないかなというような説明だったと思うので、そのことを一応委託費であるわけです

から何かしらの成果が出たようなことを決算のときでも結構ですけど、示していただけ

るようなことをしていただきたいと思いますけれどもよろしいですか。 

□神岡振興事務所建設農林課（竹原尚司） 

  おっしゃられるとおりでございます。結果についてはまたの決算委員会でご報告をさ

せていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

〇委員（高原邦子） 

各振興事務所のことですので、全体的なことを触れながらなんですけど、地域基盤振

興費の活用で、それぞれ振興事務所の方々いろんな市民の要望、結構やっぱりハード面

が多いですね。それに対して以前から比べれば、本当に対処してもらってると思ってま

す。本当に早い対応されててそこは本当に感謝しているところなんですが、もしも足ら

なくなったときは本庁に言えば、いろいろなことを補正を組んでやっていただけるよう

なことがありましたので、そのへんはまたお願いしたいなと思うんですが、私いま野村

委員さんがちょっと触れていらした魅力ある神岡のまちづくりの推進の検討会議のメン

バーのことなんですけど、実は私いろんなところを歩いてましたら、何がいまいち足り

ないのかなと思いましたら、森所長がわかってらっしゃると思ったんですけれど、例え

ば、今カミオカラボとガッタンゴーという本当に神岡町を活気づけてくれてるところが

あるんですけど、そういった方々もやっぱりこういった検討メンバーに入れるべきだし、

もちろん商工会議所の方もいらっしゃるんですけど、実際経済的にいろいろ経営してみ

えてる人、その人たちがカミオカラボを開く前、一度でもみんなで集まって神岡のまち
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の業者、商店やってる方とかいろんな方々交えて話し合いは持ったことないと思うんで

すよ。いろんなアイデアをそれぞれ持って、お互いに手を携えて向かっていかなきゃな

らないんで。ただ単にカミオカラボのオープンの前までにはそういった動きがなくて、

いまいち経済波及効果がどうかっていうような質問出るくらい、ちょっとマイナスなイ

メージを語る方もいらしたので、ぜひここはＮＰＯをやってらっしゃる方とか実際に立

ち達磨（たちだるま）のことをやられる方も入れたりとか、いろんなことを実際にやっ

てみえる方をしっかりメンバーに入れて前向きにやっていってもらいたいと思うんです

が、１０名程度だということなんですがこの人数にはこだわらず、やっぱりしっかりと

魅力ある神岡をつくっていくっていう気持ちのある方を入れて向かうべきだと思うんで

すけど、森所長、そのへんどうお考えですか。 

□神岡振興事務所長（森英樹） 

高原委員の言われることは非常によくわかりまして、やはり今、神岡で元気な団体Ｎ

ＰＯだとかあるいはいろんな企画をやったりとくに若い方を中心にメンバーに入って

いただきたいなというふうにお願いをしておりまして、この人に入っていただきたいと

いうよりもそれぞれの団体の中からできれば若い方を選出してくださいというような

お願いの仕方をしながら、高原委員言われるようなこれから神岡のまちを背負って立っ

ていけるようなそういった方々に入っていただくようなふうに考えております。 

〇委員（高原邦子） 

これはもう１年でということなんで本当に早く進めていかなきゃならないんですが、

ぜひあて職とかいろんなところに顔出されている方ではなくて、本当に実際に仕事をし

ている方々の中から選ぶとかちょっと目先を変えてやってみるのもいいのかなと思うの

で、ぜひこれは大切な会議ですのでメンバーは大事だと思うのでやっていただきたいと

思うんですが、そのへんいかがですか。 

□神岡振興事務所長（森英樹） 

やはりいろんな方が兼任して出られているという同じメンバーになってしまうよう

なことが多々ありまして、今回の検討会議はやはりもうちょっとフレッシュなメンバー

で進めていきたいと思います。そういうによって神岡の新しい可能性がまた広がってい

くんじゃないかなというふうに考えております。 

●委員長（前川文博） 

今澤委員から手挙がってますが、あと何名くらいいらっしゃいます。澤委員、谷口委

員の他にはいらっしゃいますか。なければこの２人で終わりの方向でよろしいですかね。 

では、谷口委員からお願いいたします。 

〇委員（谷口敬信） 

神岡振興事務所の３ページをお願いいたします。この古い家というか残されるのにと

りあえず水回りと最低限の修繕費が３５５万円計上はしてあるんですけれども、これは

いいと思うんですけど、今後修繕とかどのように活用されるかちょっとわからないんで

すけども、一年はトイレと水回りはある程度修繕できると思うんです。今後どのように
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していくと、毎年いろんな経費がかかりますよとか修繕費がかかりますよということは

大体のことはお考えがあるんでしょうか。活用していくというか。 

□神岡振興事務所長（森英樹） 

深山邸はやはり非常に古い建物であります。従いまして、屋根の修繕とか壁の修繕と

か、手をつけるともう非常にたくさんあってですね、なかなかそこまでのお金は今の段

階で投資することはなかなかできないということでございます。こういう伝統的な建物

でありますので、市としてはやはり保存をしていかなければならないと考えております

ので、まず水回りというのは、募集をかけるにしても、最低限やはりトイレがまずない

とどうしても使えないと。今現在はこのトイレは使えないので、近くにあるポケットパ

ークのトイレまで歩いて行ってもらうと。トイレタクシーといってイベントのときには

トイレのための車を準備したりとかっていうこともしておりました。そういった意味で

は、とりあえずまず最低限のものを直したあと、募集をかけて、その後どんなところが

まだ必要になってくるのか。それについてやはりこの施設を貸し付けた方がやるのか、

市がやるのかについては協議していかなければならないところだと思います。それは修

繕の規模によってもやっぱり違うと思いますので、地域の力で少しずつ直していってい

ただけるのが、一番市としてもありがたいですし。かといって、実際に膨大なお金がか

かるというようなことになりますと、所有者は市でありますので、その施設の貸し付け

た団体との協議をしながら進めていきたいと思います。 

〇委員（谷口敬信） 

今の段階でおおむね思うような修繕かけたら５，０００万円かかるとか３，０００万

円かかるとかそういったことは考えで見積もりとってあるとかある程度の予算これがか

かりますよっていう金額はあるんですか。 

□神岡振興事務所長（森英樹） 

専門の建築の業者さんに一度見てもらったこともございます。全部直そうとすると、

やはり数千万円かかるというような見積もりはいただいたこともございます。ただその

中で建物をですね、耐震化もされてませんのでそういった耐震化もし、完全なものにし

ようとするところまで直すのかということになりますと、この施設の活用方法とか今後

これをどのように生かしていくのかというところが決まらないとなかなかそこへ投資す

るということは難しいかなというふうに思います。ですので数千万円かかるというふう

に。 

〇委員（谷口敬信） 

じゃあ来年再来年の事はわからないと、とりあえずトイレだけ直しましょう、水回り

だけ直しましょうということですか。 

□神岡振興事務所長（森英樹） 

そうですね、まずはどういうふうに活用していくのかというところが出てこないとで

すね、それに対する投資というのはなかなか見込めないということになると思います。 
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〇委員（谷口敬信） 

私申し訳ないのですが、神岡のことはちょっとわからないので、どの程度に重要なも

のなのか、ちょっと把握しないことは申し訳ありません。断っておきます。その上で、

ある程度プラン立てられてから水回りなり直すということはできないんでしょうか。早

急にことしやらなければいけないのか。 

△市長（都竹淳也） 

この話はですね、実は、平成２６年１０月、５年以上前になるんですが、これ元々遊

郭の花街の面影を残す建物で、文化財ではないんですが非常に文化的に大事にしたいっ

て思いを地域の皆さん非常に強くお持ちだったんですが、取り壊すって議論も一時期あ

ってですね。しかしそういったご要望が強いので維持していこうと、ただこれは行政財

産、普通財産っていいますけど要するに市が持ってる通常の不動産という扱いになって

いるものですから税金を投入して行政のように供するってことではない建物なんですよ。

それでそれをどうするんだという話がずっと私が市長になってからもあってですね、と

りあえず地元の方々がどういうふうに活用したいか考えてくださいということを申し上

げたんです。それはここに書いてある保存を考える会ってやつで、ここで要望があって

それが活用を考える会というかたちになって、ずっと協議を重ねられてきたんですが、

結論的には確たるこれという活用方法がなかなか見当たらないけど残してほしい。とい

う要するにこういうかたちなんです。なのでそうなると市としてバンと投資をしてどう

使うのかというふうにならないものですから、じゃあ活用をもっと具体にしたのを提案

してほしいと。それに応じて、もし使うということであれば、トイレ回りだけはないと

先ほど申し上げたようなことですので直しますよとこういうかたちになってるっていう

流れなものですから、今申し上げたような予算立てになっていたっているとこのような

ことでございます。 

〇委員（籠山恵美子） 

深山邸保存会じゃなくて保存を考える会っていうのが悩ましい名称だなと私は思って

いるんですよね。結局私たち保存します、ですから市も援助してくださいと言うなら分

かるんですけど、保存を考える会としてここをどう考えるかってなると大変悩ましくて、

ですからさっき谷口委員がおっしゃったように利活用が決まってからトイレ直すのが当

然、市民として皆さんが納得できる支援の仕方ですよね。だけどそこが確たるものがな

いのだけれども、ある程度整備しないと保存も考えられないよという「鶏が先か。卵が

先か」みたいなことになっているのが悩ましいなと思うんですけれども、今市長のお話

で普通財産だということですから、大いに貸付ということで活用してもらえばいいわけ

で、これが市の行政財産みたいなところに持っていかれている状態だったらまた考え方

違いますから、今後の考え方としてはこの考える会っていうのはどういう方々の団体な

のかわかりませんけれども、この方々にもっとやっぱり確固として本当にここを守りた

いんだっていうのであれば保存会として発展してもらって、そのうえで市のいろんな保

存会に祭保存会でもそうですけれども、それに対する市の支援っていうのは、例えば何



 

23 

 

パーセントですよ。ハード面では何パーセントです。ソフト面では、皆さん同じように

公平に何パーセントぐらいの補助しますよというところにのってくださればやっていけ

るんではないかと思うんですけど、ここわかりにくいんですよ。どうでしょうか。 

△市長（都竹淳也） 

非常に明確におっしゃたのですが、そのとおりなんです。結局こういうふうに活用す

るよって決めてくだされば、そのあといけるんですが、アイデアは出して残してほしい

ということなんですが、実際に誰がどうやるかが決まらないので、したがって募集をす

るという行為をかませることで、誰がどういう活用するのかが出てくるということにな

るものですから、それをかませた後に誰がどうやるかが明確になれば次の手が打てるよ

というのが今回の話なので、経緯から語り起こしていかないところがわかりにくいとい

うのは事実なんですが、基本的におっしゃるとおりのことですので、そうしたことで向

かおうとしているということでございます。 

〇委員（澤史朗） 

宇宙物理学関連国際会議等の誘致に関してですけれども、予算編成の検討内容のとこ

ろで結構具体的に書いてあるんですけど、概要書を見る限りは誘致を目指しますという

ようなかたちでくくられていて、この具体的な内容というのは教えていただけますでし

ょうか。できる限りで。 

□神岡振興事務所市民振興課長（森田雄一郎） 

具体的な内容と申されますと、実は１０月の１日、２日、３日の木・金・土だったと

思いますけれど、この３日間の日程で、このＰＲシートにも一番下のほうに書かせてい

ただいております、国際会議「ＮＮＮ２０」というものが開催されるということが一応

決定をしております。 

国際会議につきましては、私もこの業務長いんですけれども、結構昔から先生方に何

らかの会議ができないでしょうかといったようなラブコールをずっと投げかけをさせ

ていただいて、去年の３月とかにもちょっと小規模ではありますけれど、季古里で実施

をしていただいたといった実績がございまして、今回東京大学宇宙線研究所さんのほう

の会議をこういったかたちで開催していただけるということに一応今の段階では決定

をしております。メイン会場が神岡の研究施設とはいいながらも、宿泊もある程度必要

だということで、メイン会場は飛騨市文化交流センターを会場といたしまして、市内古

川町内の各旅館さんだとかにもご協力をいただいて、そちらにできるだけ泊まっていた

だきたいというかたちで、今事業をちょっとずつ進めているところでございます。そう

いった内容でよろしいでしょうか。 

〇委員（澤史朗） 

多分飛騨市初の国際会議ということになると思いますので、ぜひ成功をお祈りして 

個人的にも協力できることがあれば協力をさせていただきたいと思いますので楽しみに

しております。今具体的にお聞きしましたけれども、その方向で考えておいてよろしい

ですね。 
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□神岡振興事務所市民振興課長（森田雄一郎） 

私どもといたしましてもそのようになることを祈念しながら、遺漏なきように先生方

と調整作業を進めていきたいと思います。所長が冒頭に説明をさせていただきましたが、

いろんな条件がたしかにございます。今回、ひとつ成功させて、そのあと先生方と再度

検証して今回補助要綱を制定するわけでございますけれども、条件面なんかにつきまし

ても、もう少しやっぱり小規模な国際会議っていうのも現実問題ございますので、そう

いったものが全て富山の例えば国際会議場この間リニューアルされましたけれどそう

いったところに全て実施されるのではなくて、なるべく今後も市内の中でできるものは

誘致していきたいといったかたちにつなげていきたいと思いますのでよろしくお願い

いたします。 

 

◆休憩 

●委員長（前川文博） 

質疑を終わります。 

ここで説明職員入れ替えのため、暫時休憩といたします。 

教育委員会の説明は午後からといたしますので再開を午後１時といたします。 

 

（ 休憩 午前１１時３６分  再開 午後１時００分 ） 

 

◆再開 

●委員長（前川文博） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

 

◆議案第４３号 令和２年度飛騨市一般会計予算 

           【教育委員会所管】 

●委員長（前川文博） 

議案第４３号、令和２年度飛騨市一般会計予算のうち教育委員会事務局所管について

を議題とします。 

説明を求めます。 

□教育委員会事務局長（谷尻孝之） 

それでは、教育委員会事務局所管の令和２年度当初予算について、ご説明させていた

だきます。お手元にあります主要事業の概要、教育委員会事務局でご説明させていただ

きます。なお、特徴ある案件についてのみ説明させていただきます。 

まず１ページ目ですが、学校体育館の非構造部材耐震化整備です。この整備は平成３

０年度から順次、整備をはじめており、令和２年度では残りの古川西小学校と河合小学

校の体育館について、耐震化工事を行うものです。これで、全ての学校の耐震化が終了

するものです。 
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２ページ目をごらんください。地産品を使ったふるさと食育の推進ですが、新年度で

は、新たに「ありがとう給食の日」を創設し、普段、なかなか提供することができない、

地元特産品や季節の地産農産物を使ったデザートなどを提供します。地元への誇りを育

むとともに、楽しい学校生活につなげていきます。 

３ページ目をごらんください。さまざまな就学の夢を支える育英資金ですが、新年度

では、まず、学校種別の拡充を図ります。従来の学校のほか、新たに職業能力開発大学

校などの学校も対象とします。また、従来までの選考基準とは別にチャレンジ枠を創設

し、スポーツや芸術など、得意な分野を伸ばしたい方を対象とした枠を創設します。 

４ページ目をごらんください。飛騨市学園構想の推進では、令和元年度では学校関係

者や地域の方々とともに月１回の会議を重ね、ビジョンとカリキュラムの骨子を固め、

リーフレットを作成しました。新年度では、カリキュラムの実施と学校運営協議会の推

進体制を強化、充実を図ります。 

５ページ目をごらんください。スタディーサポーターの配置では、さまざまな要因に

より不登校、不登校傾向にある児童生徒を対象に学習支援員を配置し、個別の学習支援

を行うものです。具体的には、教員免許を持った学習指導員を、古川中学校校区に２名、

神岡中学校校区に１名配置し、家庭訪問などによる学習支援。グリーンルームや相談室

に通う児童生徒への学習支援。通常学級のうち支援を要する児童生徒への学習支援を行

います。 

６ページ目をごらんください。英語教育指導員・英語指導講師の配置でございます。

令和２年度から全面実施となる小学校新学習指導要領に基づく英語授業のため、平成３

０年度から英語指導講師を２名配置するとともに、出前研修を実施してきましたが、新

年度からは新たに、英語科の指導に、豊富な実践のある英語教育指導員を配置し、英語

教員の指導力向上を図ります。学級担任は必ずしも英語専門でないため、担任とＡＬＴ

とのつなぎ役としても期待され、英語授業の充実を図るものです。 

７ページ目をごらんください。ＩＣＴを効果的に活用した環境づくりでは、令和元年

度において各学校１学級分のタブレット、小学校４年生以上及び中学校の普通教室への、

固定式電子黒板などの整備に取り組んできました。新年度では、小学校でのクラスの増

加に伴う電子黒板の追加、及び各中学校では、３人に１台のタブレットの追加、さらに

はデジタル教科書の継続を行います。なお、現在検討しています、ＧＩＧＡスクール構

想における１人１台パソコン整備とは、並行して整備さていただきます。 

８ページをごらんください。プログラミング教育の推進では、新学習指導要領の実施

に伴い、プログラミング教育が本格実施となることから、対応する教材を各小中学校に

各１クラス分整備するものです。 

１ページとんでいただき、１０ページをごらんください。地域コミュニティー施設整

備の支援では、各地区の集会場がコミュニティー施設としてのみならず、災害時の避難

所に指定されるなど、重要な役割を担っていることから、従来、新設または増築時に際

し、補助制度による支援を行ってきましたが、高齢化が進む中、トイレの洋式化やバリ
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アフリー化に対する改修にも補助制度を適用するよう拡充します。さらには、このよう

な高齢者などが利用しやすいよう、座椅子などの備品購入費についても支援を拡充しま

す。 

１１ページをごらんください。飛騨市市民大学のプレ開校については、従来からの公

民館講座や自主講座に加え、著名人や大学教授などの一流講師陣による深い学びの機会

を創出します。令和３年度での本開校に向け、令和２年度はプレ開校と位置づけ、記念

講座の実施や校章デザインなどのワークショップも実施します。 

１２ページをごらんください。ねんりんピック岐阜２０２０の開催につきましては、

令和２年度に岐阜県において第３３回全国健康福祉祭ぎふ大会、ねんりんピックぎふ２

０２０が開催され、飛騨市ではサッカー競技が開催されます。会場は、古川町黒内のふ

れあい広場を主会場に、杉崎公園グラウンド、数河高原グラウンド、流葉交流広場で開

催し、全国から約１，３００人の選手を飛騨市ならではのおもてなしでお迎えします。 

１３ページをごらんください。スポーツ施設の計画的な整備及び改修につきましては、

まず、屋内運動場整備に向けた調査測量設計。具体的には、森林公園内既存施設の解体

に伴う設計を行います。また、古川トレーニングセンターの整備では、屋根の雨漏り対

策や、トイレの洋式化工事などの改修工事、及び第２期工事となりますアリーナの床や

事務所の壁面改修などの詳細設計を行います。 

１４ページをお願いします。クアオルト健康ウオーキングの普及推進につきましては、

令和元年度で設立しましたガイド協会を中心に、流葉地内で新たに認定されたアルプス

展望神秘の森コースの実践指導員を養成します。また、ガイド協会独自の認定コースを、

市内に２カ所程度開発し、イベントを開催するとともに、健康にいい食事とのコラボや

市外企業向け福利厚生事業へのあっせんも企画し、さらなる拡大に努めます。 

１５ページをお願いします。ノルディックウオーキングの普及推進につきましては、

平成３０年度に飛騨市ノルディックウオーキング研究会を発足し、令和元年度では、第

１回飛騨市ノルディックウオーキングフェスタを開催するなど、底辺の拡大に努めてき

ました。新年度では、妊婦を対象とした健康ウオーキングを新たに開催するほか、第２

回のフェスタの実施。そして、新たな指導員を養成します。 

１６ページをごらんください。江馬氏城館跡の保存活用推進につきましては、昭和５

５年に国史跡、平成２９年度では国の名勝に指定されました。新年度では、当施設のさ

らなる利活用を探るため、飛騨市観光協会と連携し、実験的なイベントを開催する中で、

活用に必要な改善箇所の検討を行います。また、当施設の発掘調査で出土しました、墨

書かわらけのレプリカを作成し、会所の内部で展示公開をさせていただきます。さらに、

場内の説明看板が経年により読みづらくなっていることから、改修整備を行います。 

１７ページをごらんください。飛騨市美術館・民芸会館の企画展等の開催につきまし

ては、飛騨地域で行われていました伝統漁法や地域に根付いた魚食文化を紹介する、宮

川・高原川の漁撈（ぎょろう）文化・伝統漁法展を開催します。また、アート体験型イ

ベントや日本画教室、立体造形の彫塑(ちょうそ)教室、子ども美術室の開催など、初心
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者から経験者まで、幅広く各レベルに応じた講座を開催し、未来の市民芸術作家の育成

を推進します。 

１８ページをごらんください。飛騨の糸引き工女の史実調査・研究につきましては、

今年度開催しました同企画展の史実に基づく歴史考証について、冊子紀要にまとめ、後

世に伝えます。また、同企画展の常設展示に向け、検討を行います。 

１９ページをごらんください。荒垣秀雄顕彰による文学活動の促進につきましては、

天声人語の執筆で知られる神岡町出身の功績を偲ぶ催しとして、作文コンクールを開催

していますが、新年度では同コンクールを継続するとともに、新たに、文章で表現する

面白作文講座を開催し、文章を書く面白さや楽しさを感じていただくとともに、同氏の

功績を顕彰します。 

２０ページをごらんください。行きたくなる図書館づくりでは、活字離れが懸念され

る中、蔵書の充実を図るほか、魅力的なイベントを開催し、潜在的な利用者の掘り起こ

しを図ります。そこで、新年度では、新たに電子書籍の導入試験を行い、それに伴うニ

ーズ調査を行います。 

２１ページをごらんください。地域文化継承活動の支援につきましては、古来から地

域に残る伝統文化を大切に継承し、当市の文化力を支える大切な原動力となってきまし

たが、活動団体によっては、会員数の減少などの資金不足により、活動経費や備品更新

など、継承活動に支障が出ている現状です。新年度では、これまでの活動支援に加え、

用具等の修理購入支援を新たに追加し、伝承活動を支援します。 

２２ページをごらんください。飛騨市文化交流センター１５周年記念祝賀イベントの

開催につきましては、同センターの１５周年記念を祝うとともに、スピリットガーデン

ホールの命名にも大きく影響した、世界的作曲家、武満徹氏を顕彰する記念コンサート

を開催するものです。 

２３ページをごらんください。飛騨みやがわ考古民俗館の認知度向上につきましては、

国指定の積雪期用具や県重要文化財の縄文時代の出土品など、貴重な文化財を保存管理

していますが、当館の認知度が低いなどの理由により、入館者が減少している状況です。 

そこで、外部の民間団体と連携し、その利活用方法について模索検討するとともに、全

国の小規模博物館で構成される、小規模ミュージアムネットワークに加盟し、相互交流

を図ってきました。新年度では、その小規模ミュージアムサミット全国大会を飛騨市に

誘致し、当館の周知を図るとともに同様の施設が抱える課題について、ディスカッショ

ンを重ね、解決策を見出したいと考えています。 

以上で、教育委員会所管事業の説明を終わります。 

●委員長（前川文博） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〇委員（野村勝憲） 

１６ページの江馬の保存活用についてなんですけれども、ぜひ推進してほしいなあと

思っています。といいますのは、商工観光部でですね、私、山城と平城ですね。何とか
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観光資源として売り出していったらどうでしょうかということを言っていますので、ぜ

ひこれもその中にいれていただくと同時に、そのときちょっと申し上げたのはですね、

山城の中で小島城のこと言ったと思いますわ。皆さんお聞きになっていらっしゃらない

かもしれませんけれども、古川では増島城と小島城を２つをセットにしてということで、

早速小島城ちょっと歩いてみたんですね。そうしましたら周辺には歴史のある建物があ

るんですね、ご存じだと思いますけれども、小島稲荷神社があります。それから寿楽寺

がありますね。もうひとつ県の史跡になっております杉崎廃寺があるんですよね。要す

るにこの４つを１つのコースとして回遊できるようなかたちにしたら、これはとくに教

育委員会の文化振興部の担当だと思いますけども、そのへんはいかがでしょうか。 

□文化振興課長（大庭久幸） 

今ほどおっしゃられた古川地区の当時の戦国豪族の姉小路氏の件でございますが、私

どもとしては発掘調査等を進めておりまして、まずは令和４年の国史跡の申請を目指し

ているところでございます。あわせまして、杉崎廃寺は今昭和３４年に県指定になって

おる重要な史跡であります。今の状態は、当時古川町で表示看板とか説明看板を設置し

てあるんですが、あと地元のご協力をいただいて私ども草刈りとかメンテナンスをやっ

ておるところですけども、文化庁によりますとあそこの杉崎廃寺が国指定にふさわしい

くらいのポテンシャルを秘めておるという評価をいただいております。 

ですので、まずは、順番で山城のほうの国指定が済みましたら、今度は地元地権者・

地元区等のご協議をお許しを得て、何とか発掘調査をいたしまして、遺跡の範囲を決定

して同じように調査研究を交えながら具申してまいりたいなというふうに思っておりま

す。また先ほど寿楽寺さんというお話も出てきたんですけれども、今年度８月に県の文

化埋蔵センターのほうで発掘をしておりまして、これも非常に７世紀の飛鳥白鳳時代に

おける貴重な古い寺院だということでかなり期待が持てるといいますか、飛騨では一番

最古の寺院ではないかというふうにいわれております。ここの調査も、また順番に発掘

調査等をしていくビジョンとしては私どもあたためておりまして、何とかそういったほ

うで魅力ある唯一無二の飛騨市の歴史の香りがするようなまちづくりの一つの重要な要

所としてやっていきたいなというふうに思っております。 

最初の話に戻るんですけど、神岡ではこの江馬氏という部分で双方２つの地域に山城

がございますので、１６ページにおきましては今年度できるということで、できること

としては非常に来場者が興味を持ってみえるかわらけレプリカ等の作成をしながら、い

わゆる２地区にバランスをもった整備をしていきたいというふうには考えています。た

だどうしてもスタッフ不足あるいは国の補助の助成のための順番というのがございまし

て江馬氏については１６ページに書いてあること、そして姉小路については先ほど申し

ましたようなことを進めながら令和４年の申請を進めてまいりたいというふうに思って

おります。 

〇委員（野村勝憲） 

非常に前向きな話いただいてありがとうございます。 
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大庭参事は４月からこのセクションからちょっと離れるんで、引継ぎはぜひしっかり

やっていただきたいということ、それと実は杉崎廃寺についてなんですけども、私小島

城いったんですが、小島城にはトイレはあるんですか。 

□文化振興課長（大庭久幸） 

主格の部分いわゆる山頂の遺跡の部分には残念ながらそういったものはございません。 

やはりそういった施設で掘削等としますとなかなか許可が下りないということでござい

まして、ただ途中アスファルトが敷設されている作業道がございます。車で通れるとこ

ろなんですが、途中には農林の事業のほうでいわゆる公衆トイレというものは設けてご

ざいますので、トレッキングをしながらそういう場合においては、トイレを活用してい

ただきたいというふうに市として整備をさせていただいている次第でございます。 

〇委員（野村勝憲） 

問題はですね、杉崎廃寺の後ろにグラウンドありますよね。このグラウンドもこちら

の担当でよろしいんですか。トイレの話なんですけども、実は岡前の人たちとか袈裟丸

人たち、杉崎の人たちもですね、あのグラウンドを利活用されている非常にね。お年寄

りから子どもたちもあそこで遊び場になってるわけですね。しかし残念ながら、常設の

トイレがないんですよ。観光の人たちが例えば杉崎廃寺を見に来ても、あそこにはトイ

レがないんですわ、あの周辺はほとんどないんですね。ですからそのトイレをきのうも

基盤で随分と話題になったんですわ、トイレがね。市長もトイレについて前向きな話を

されてましたんで、たしかこれから５、６年先には６か所くらいまだ新設するような話

をされていましたんでトイレについて地元からも随分と要請があるんですわ。何とか常

設をつくっていただけないかということで、そのへんの見解はどうでしょうかね。 

□文化振興課文化担当係長（三好清超） 

まずトイレについては、現在は４月～１１月までリースをして設置をしているという

状況です。常設のものについては、やはり史跡を今後もし指定を受けることができたら

その史跡の活用の中でどういった位置にどういったものを設置するのが適切になるのか

というようなことをきっちり検討し、そのうえで設置を考えていきたいというふうに認

識しています。 

〇委員（野村勝憲） 

県の史跡になっているだけに周辺は微妙な状況があることはわかります。先ほどの話

で非常に前向きに検討していくということなんで、あわせて地元の人たちとも打ち合わ

せ、コミュニケーションをとっていただいて、やっぱここだったらトイレ置いてもいい

んじゃないかとかそういったところはあると思うんですね。ですからまず袈裟丸岡前の

人たちとしっかりとコミュニケーションとっていただいて、何とか常設のトイレ、今の

話で仮設で冬場はないんですよね。４月～１１月までということなので、冬場でもやっ

ぱこういうふうに雪が少ないと、もう３月ころから来たいらしいですわ。そういう人た

ちは結構いらっしゃる。私がちょっとお邪魔したときもグラウンドのほうに２人ほどい
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らっしゃいました。そういうことなんで、ぜひですね、常設をすることを前提にしっか

りとした対応をお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

□文化振興課長（大庭久幸） 

ありがとうございます。繰り返しになるかと思うんですけども、国史跡の申請とあわ

せて保存活用利用計画をしっかり立てていきながら整備をしていきたいなというふう

に思っております。文化庁では、平成３０年にちょっと法律が変わりまして、ご存じの

方もいらっしゃるかと思うんですが、今まではどちらかというと保存のほうにウエイト

があったんですが、保存と活用ということでどんどん活用して一つの観光サイドと連携

しながら、誘客に務めるというようなこともだいぶん緩和っていっていいのかなんです

けど、ちょっと考え方が変わってまいりました。何が申し上げたいかといいますとやは

り地元の歴史ということで老若男女、となりではグランドゴルフを高齢者の方が日々楽

しんでおられますし、また地元の公園ということで遊具等もかつてはありましたので、

頻繁にあそこに来て、健康づくりであったり親子の触れ合いであったり、あわせて史跡

を見て学習をしてまた誇りに思っていただくというようなことを、こんな小さなまちで

も国指定のものが近距離に２つもあるというようなことで、ぜひそういうような歴史教

育における人材育成といいますか、そういう教育も活用できるんじゃないかなというふ

うに思いますので、引き継いでいきたいと思っております。 

〇委員（野村勝憲） 

まあ非常に前向きな話で、沖畑教育長ちょっと見解をいただければと思いまして、簡

単で結構ですけれども、どうでしょうか。 

□教育長（沖畑康子） 

課長、それから係長が申し上げましたように、調査研究とともに活用のほうをしっか

りしながらそのうえで施設につきましても検討してまいりたいと思いますので。 

〇委員（野村勝憲） 

トイレのほうもぜひよろしくお願いいたします。 

〇委員（井端浩二） 

１２ページのねんりんピックについてお尋ねさせていただきます。昨年、プレ大会と

いうことで２日間にわたってやったそうですが、その結果何人くらい集まって飛騨市に

宿泊したのは何人ぐらいいたのか。あるいは、弁当のへんもどうだったのか。そのへん

についてお尋ねさせていただいております。 

□スポーツ振興係長（吉川慶） 

今年度行われましたねんりんピックのリハーサル大会では、地元、愛知県・三重県・

岐阜県、３県下から全部で９チームの方に集まっていただきました。２日間通しての参

加というのはなかなかございませんで、ほとんどのチームが１日、日帰りというかたち

になりました。その中で三重県のチームが１チーム流葉地区に宿泊をしていただいたと

いう結果でございます。 
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〇委員（井端浩二） 

それで本番向けて、ことしねんりんピックが開催されるわけですが、それについてた

くさんのチームが来るわけですが、宿泊の案内とかあるいは弁当の注文とか、それにつ

いてはどう考えていらっしゃいますか。 

□スポーツ振興課長（大姶良透） 

宿泊の件につきましては、岐阜県から委託をされております。「東武トップツアーズ」

という旅行会社さんがおみえになります。先日おみえになりまして話をさせていただい

た中で、宿泊につきましては、まず飛騨市内の宿泊施設を最優先で入れていただきまし

て、飛騨市内の宿泊先が無理だった場合に高山市でありますとかそういったところに配

宿をしていただけるようにそのように依頼をさせていただいたところでございます。 

あと弁当等のことにつきましては、今から前回ぎふ清流国体のときを参考いたしまし

て、飛騨市内の飲食店の皆さま方にお集まりいただきまして、前回はＪＶを組んでいた

だいて弁当とかの発注をさせていただきましたが、今回もそのような方法でいきたいと

いうことを思っております。 

〇委員（井端浩二） 

それで今のプレ大会は、今の大会ねんりんピックにつけてやられるわけですが、今後

はせっかく飛騨市でこういうプレ大会を得られたところについて、今後の件ですが、こ

ういう大会を今後やっていくのか、もしやってけば関係人口等にもつながっていくんじ

ゃないかと思いますが、それについての考えはどうでしょうか。 

□スポーツ振興課長（大姶良透） 

井端委員さんのおっしゃられた質問につきましては、本来ねんりんピックは飛騨市で

初めて開催されるということで、６５歳以上の元気な高齢者の方がサッカー競技をされ

ます。それで本年度のねんりんピックを参考にさせていただきまして、全国的にいろん

な方がお越しになるということですので、飛騨市内でもサッカー場が多数ございますの

で、ふれあい広場を含めまして杉崎公園の運動場もあわせまして、こういったことで全

国的に今後開催ができればということで今後も検討させていただきたいと思います。 

〇委員（高原邦子） 

予算書のほうの説明がちょっとなかったので伺わせていただきます。教育総務費の事

務局費がですね、１億２，０００万円ぐらい今回増えているわけですね。それでこれは

会計年度任用職員とかあるんだろうと思うんですけど、主な増えた要因を教えてくださ

い。 

□教育委員会事務局長（谷尻孝之） 

やはりことし増えてきたのは、会計年度任用報酬等もありますし、申し訳ありません。

少しお待ちください。 

（不規則発言あり） 
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□教育総務課長（岸懸貴則） 

教育総務費につきましては大きく事業で増えておるものというのはございません。従

いまして、この際は会計年度任用職員によるものというように考えております。 

●委員長（前川文博） 

考えておりますというかどういうものなのですか、という質問なんですが。 

□財政課長（洞口廣之） 

今ほどの質問でございますけれども、会計年度任用職員だけの影響額で１億２，００

０万円ございます。そのほかの教育費に関しましては、いろんな科目に本年度、令和元

年度までは賃金ということでおいておりましたけれども、今度会計年度任用職員は人件

費になるということで、教育費の代表目に集約したということがございます。従いまし

て、教育総務費が増数しておる理由でございますが、そのほかにも、今の教材購入費新

学習指導要領の改訂に伴いまして、職員に対する教材の購入費とかといったものも増数

いたしております。そのほかは、先ほど教育総務課長が申しましたように事業としてあ

まり大きな変動があることはございません。 

〇委員（高原邦子） 

そういうことならば、やはり事務局長は一番最初にそういったことを説明するべきで、

事業やるものばかりじゃなくて予算審議っていうのはそういうもんだと思うんですよね。

今までと違ったところがあればそれをしっかりと説明してもらいたいと思うんですが、

今の話を聞きますと例えば教育相談指導員ですね、その下の１２１ページの８５２万８，

０００円、これもそういったことで減額されているんですか。そのへんいかがでしょう

か。 

●委員長（前川文博） 

所属と名前お願いいたします。 

□教育総務課長（岸懸貴則） 

教育相談指導員の科目につきましても、賃金の科目で計上しておった人件費分が総務

費に移っておりますので大きく減額となっております。 

〇委員（高原邦子） 

そうしますと、昨年度と変わりない人員は配置しているというふうに捉えてよろしい

ですか。こういうふうに書かれると、そこに何人が配置されているのかとかもわからな

いんですよね。これちょっと考えていただきたいと思うんですけれども。みんなまとめ

てこれからはやるんでしょうか。どのセクションにどれだけの人員が配置してっていう

本当の意味の費用がそこに幾らかかってるかっていうことがわからないような予算書

になってると思うんですが、そのへんいかがでございましょうか。 

□教育総務課長（岸懸貴則） 

今のは教育委員会に限ってわけるようにというご質問でよろしいでしょうか。教育費

に限って人件費を分けるよう表記してほしいというふうに捉えてよろしいでしょうか。 
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〇委員（高原邦子） 

本来は全項目ですよね、市の関わっておるところ、いろんな部もあると思うんですけ

れども、ただ極端にあまりにも目に見えるのがやっぱり人件費でかかわってるところが

ひどく多いと思うんですよ。ですから教育委員会のところで言わさせてもらっているん

ですけれども、岸懸課長がどういう意図で私に質問されたかわかりませんけれども、要

は市としてはできないのか、できるのかという判断を財政課長に求めているんですが。

それとも教育委員会はどのように考えているのかということなんですよね。 

●委員長（前川文博） 

要するにこのいまの会計年度任用職員なりの報酬給料部分について全般的にとのこ

とでという質問でよろしいんですかね。教育委員会に限った話ではなくていいですね。

では、教育委員会に限った話ではなく、全般的な部分でお願いいたします。 

△市長（都竹淳也） 

給与費の明細が全部書いてあって、教育委員会の１４０ページからですね、ほかの部

も全部あって、冒頭会計年度任用職員の件は、一番はじめ総務のところで、全部物件費

から賃金から会計年度任用職員給与のほうにあがっていてという話で、一応説明してあ

るかなと思ってたんですが、少なくとも数はここでごらんいただくということになると

いうことでご理解いただければと思うのですが。 

〇委員（高原邦子） 

例えば企業会計でもどれだけ人を採用するかわかりますよね、そういうのって何人と

か書いて、で今回極端に変わったなと思ったのは、例えば教育相談員でも指導員でもそ

うですし、外国人のやつでもそうですけど、みんなそれがまとまってしまってるもんで

すから、どれだけここに費やされているかということがわからなくて。そして説明もで

すね、主要事業の概要だけを説明すればいいなんていうふうに思われてたら、ちょっと

違うんじゃないかという思いで聞いたんですけど。それでは、これからは人数とかそう

いった把握はその都度聞いて、質問すればいいってことですね。そういうふうに捉えて

いいですね。 

△市長（都竹淳也） 

説明の仕方の件は、また別の議論させてもらえればと思うのですが、丁寧にやればい

くらでもできるんで、ある程度そのへんはお読みいただいているという前提で言ってい

るところもあるものですから。ただ職員の数はですね、会計任用職員になってからはっ

きり分かるようになったことは事実ですね。物件費で賃金の中に入っているという区分

けはなかったので、会計任用職員になって数から報酬はかなりわかりやすくなったとい

うふうには結果としては思っておりますので、各款別にある部分で、またごらんいただ

いてご質問いただければということかなと思っております。 

〇委員（住田清美） 

主要概要の５ページのスタディーサポーター学習支援員の関係で教えてください。さ

まざまな要因で不登校または不登校傾向にある児童生徒の皆さんを今度スタディーサポ
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ーターさんが援助してくださるということなんですが、もし差し支えなかったらこうい

った傾向にある生徒さんの実人数を教えていただければ、それ無理ならこういう生徒さ

んが増加傾向にあるのかどうか現状のところはどうでしょうか。 

□学校教育課長（下出尚弘） 

ご質問がありました不登校、不登校傾向のある児童ということですけども、学校に通

うのが難しい。あるいは学校には来ているんですけども、なかなか学級に入れずに相談

室にいる子、それらあわせますと飛騨市全体で３０名少し超す程度の人数でございます。 

〇委員（住田清美） 

今度新規事業ということで学習支援員という名前がついてしっかり援助してくださる

ということなんですが、現在もこういう子どもたちはいらっしゃるということで現状は

そういう人たちはいなかったのか。今はどうやって指導されているのか教えてください。 

□学校教育課長（下出尚弘） 

これまでもそういった児童生徒はおりました。相談室に通う児童生徒については、例

えば中学校等でも空き時間の中で教員が努力をして相談室のほうに行って、学習に対す

る思いとか意欲がある子について指導するといったこともございましたし、小学校でも

同じようにありました。また、家庭のほうで不登校の生徒についても、担任等が家庭訪

問してプリントを配布して教育相談、学習相談にのるといったことで、今ある環境の中

で精一杯取り組んでおったというのが現状です。 

〇委員（住田清美） 

今度からは専門のサポーターさんを配置してくださって、よりきめ細かい指導をして

いただくことでその子の次のステップにつながるということを信じておりますが、中学

校区にということなんですが、小学校の子に対してもこういう指導はしていただけるの

でしょうか。 

□学校教育課長（下出尚弘） 

それはもちろん小学校のほうにも対応していきます。 

〇委員（上ケ吹豊孝） 

７ページのＩＣＴの件なんですが、時代も変わったなという気がしているんですが、

将来的にはＩＣＴを利用して遠隔地だとかこの前にある英語のコミュニケーションを

図るのは、実際その外国人の学校と交流するとか大事になっていくんじゃないかと思い

ました。それとクラウドを利用して学校に来れない、今ちょうど住田委員がいわれたよ

うに、３０名も家にいて学校来れないという方がみえるということで、そういった方と

か、例えばけがとか病気だとかそういった方の支援することで、やはりこれを利用する

ことで、そういったことはリカバーできると思うんですが、そういった将来的にはそう

いったことまで反映することはお考えなんでしょうか。 
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□学校教育課長（下出尚弘） 

今後ＧＩＧＡスクール構想のことも含めまして、将来的に子どもたちにタブレット１

台あるいはネット環境が整っていく中で、そういったことも可能になってくることを期

待しております。 

〇委員（上ケ吹豊孝） 

  学校で課外授業でね、日本の学校の交流とか外国人との交流、これは問題ないと思う

んですよね。やはり今、これ見て気がついたのは、やっぱりその学校へ来れないという

方、これ将来的というよりももうタブレットなんて安いし、すぐできるお話だと思うん

で、将来的というよりも即進められたほうがいいんじゃないでしょうか。 

□学校教育課長（下出尚弘） 

今も申しましたように、１人１台のタブレットの準備ということもございますけども、 

今おっしゃったようにどれだけのそういった整備ができて子どもたちへのより良い 

学習環境、機会が設けられる方向を今考えております。 

〇委員（籠山恵美子） 

いろいろタブレットなどを活用して学力を高めるっていうのは、全国的な趨勢だと思

いますけれども、気になるのは全児童・生徒間の学習格差ですよね。イコール貧困格差

につながるのかもしれませんけど、学習格差をきちんと解決しながらこういう高度なツ

ールを活用するってことにならないとますます格差も広がってしまうんじゃないかとい

う心配があります。そのあたりのフォローの仕方というか実際教育委員会なり学校のほ

うでどのように把握されていますか。 

□教育長（沖畑康子） 

今のご質問はＩＣＴを活用する以前にというお話でしょうか。現在も子どもたちの学

習の進度につきましては教職員がしっかり把握しておりまして、課外においても苦手な

子どもたちには個別に指導しております。さらにＩＣＴを活用しますとそうした個別の

指導というものがもっと進むということを考えております。それぞれの子どもたちの力

でありますとか目指すところによってどんどん活用していけるということでないかと思

っております。 

〇委員（住田清美） 

４ページの飛騨市学園構想の推進の中でお尋ねしたいことがあります。このことにつ

きましては大きな目標があって、月１回やられているというようなことなんですが、な

かなかみえてこないところもございまして、いまリーフレットができるということで、

ちょっと楽しみにしているところなんですが、この中の授業概要の３番のところで地域

学校共同本部を設置するというふうに書いてございますけれど、これ「各小学校区にそ

の地域学校共同本部を設置して活動推進員を配置します」ということなんですが、どこ

にこういう本部を設置して活動推進というのはどのような方が何名とか具体的なことが

わかりましたら教えてください。 
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□生涯学習課長（米澤智） 

地域学校活動推進本部は各校区に１本部設置ということになっております。どういっ

た人が本部につくかといいますと、学校運営協議会というのが学校で動いているわけな

んですけれども、そちらに参画してみえる方の中から主に学校長の推薦を受けて各本部

１名～３名の勘定で配置をしていくというような計画になっております。 

□教育長（沖畑康子） 

補足させていただきます。 

神岡におきましては、小中と同じ子どもたちがいます。同じ保護者がそのままという

ことですので、ここは一つの本部でいいかなと、本部として体制としては思っています。

場所につきまして、今学校長にも相談をしまして、学校の中に皆さんがお集まりになれ

るところはつくれないかということを検討しているところでございます。メンバーはと

いうことでございますが、３名くらいまでは、推進員として任命ができるような方向で

向かっておりますが、これからそのところをきちんと人も整備していくところです。１

年かけまして大体の地域の方々が皆様参加をしてくださって、検討委員会等でお集まり

いただいている中から中心になってくださりそうな方は見つかっているところです。 

〇委員（住田清美） 

確認ですが、この授業につきましては、教育委員会の中でも生涯学習課が中心となっ

て進めて、地域とつなげるということなので生涯学習課が中心となっているということ

で理解してよろしいんでしょうか。 

□教育長（沖畑康子） 

そのとおりでございます。学校と地域をつなげるということで、生涯学習課のほうが

主に担当しております。 

〇委員（住田清美） 

そうしますとここに予算が１１４万７，０００円あがっておりますが、これは委託料

ですか報償費ですか。 

□学校教育課（下出尚弘） 

１１４万７，０００円につきましては委託料の中に含まれておりません。 

●委員長（前川文博） 

委託料か報償費どちらでしょうか。ということでしたが。 

□生涯学習課長（米澤智） 

明細を申しますと、委員さんに支払われる謝礼が７４万６，０００円。そしてお車代

が５万１，０００円、そして当座の消耗品等に３５万円ということで１１４万７，００

０円ということになっております。 

〇委員（住田清美） 

ほとんどが報償費という関係で、どこかに委託するのではなくて御礼を直接支払うと

いうかたちでよろしいですね。 
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□生涯学習課長（米澤智） 

はい。地元に回って地域と学校を結ぶコーディネートをする時の費用ということで 

直接コーディネートされる推進委員さんのほうに払われるものであります。 

〇委員（高原邦子） 

以前ですね、釜崎公民館のトイレの話なんですけど、そのときに利用が少ないのでと

いうような、いろいろそういうことを言われたんですね。また市長との市政報告会等の

ところでもそれが疑問で、何とかトイレの改修をということが言われたんです。でも、

やはり優先順位がもっと高いところがあるのでということだったんですけど、その優先

順位を決めるところにちゃんと入っているのかと言われたんです。わざわざ数字まで、

資料までつくって持ってきてくださったんです。というのは、釜崎の皆さんがポイント

をつけたのは、釜崎公民館を使用していると、中を使用しているものだけなのか。あの

周りには旧神工グラウンドがあって、あそこでグランドゴルフやら子どもがちょっとボ

ール遊びもしたり、いろんなことしてますよね。さっき野村委員さんが常設のトイレが

ないかとかいうようなことをおっしゃったんですけど、やはりトイレがないんで、その

ことを話しましたら、釜崎体育館を利用してくれと皆さんがお答えしてるわけなんです。

そういうのはこの間の優先順位というか、それに計算されているのかどうか。もしも今

ではなくていいんですけれど、その優先順位の高いところはどのようなポイントであっ

たのか。市長は昨日でしたか、基盤のところでのトイレのところでも話しされたんです

が、やはり高齢者とか、いろんなポイントのつけ方があると。私もですね、いま見たら

やっぱり１，９７０人くらいが昨年度使用していてですね、中じゃないですよ。外から

も中に入って。そして、なおかつ冬場はですね、週３回やってるとか。いろんな資料、

あと草刈りから何からの側溝掃除もみんなやっていて、いろんなことなんですけど、こ

の１，７７１人でもやっぱりだめなのかよというような意見があったんで。何を言いた

いかと言いますと、皆さんきちんとした同じ視点でポイントはかってますかということ

なんですよ。旧神工グラウンド使用の状況もいれて、釜崎公民館に対してはポイントを

はじき出しているのかどうか。そのへんいかがでしょうか。 

□スポーツ振興課長（大姶良透） 

高原委員さんのご質問は、釜崎社会体育館トイレの話ということでありますが、平成

３１年２月に策定いたしましたスポーツ施設整備計画の中の順位づけというところでは、

今おっしゃられました旧神岡工業高校のグラウンドの使用人数は入っておりません。今

の釜崎社会体育館の利用者数を主に計算して順位づけをしておるというところでござい

ます。ちなみに今の旧グラウンドで行ってみえる団体の方からは今のところそういった

要望等がきておりませんでしたので、また要望等をいただきながら、こちらの整備計画

のほうは順次ＰＤＣＡサイクルのほうで見直しを図ってきていきたいと思っております

のでよろしくお願いします。 
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〇委員（高原邦子） 

私は質問してるんですよね。そのときに何とかトイレの改修ということをいったら要

は優先順位が低いと基準たるものはどこ見ていますかということなんですよ。やっぱり

周りでどういう活動でどう使っているかということをしっかり見ず、そしてただ体育館

の中の使用だけで判断すんじゃなく、片っぽではトイレは釜崎体育館を使ってください

って言っているんですよ。ですから「常設のトイレはできません」そうやって言いなが

らそれもカウントにしない。そういうのをチェックする係の人はどなたなんですかね。

もういい加減な情報というか、そういった資料で決めて、私は市長がポイントでってい

うすごくわかりやすいし、客観的だし、お年寄りのほうは２ポイントとか、そのとおり

だと思う。ただそれ持ってくる資料が、しっかりと精査されてなければやっぱりおかし

い。ちょっと聞いてきてくれんかよと、かなり使ってるんだが、もっと使っているとこ

ろがあって、まだまだそういったことは改修されてない場所があるんだったら、「ちょっ

と聞いてくれよ」って言って、市民の方がわざわざ資料までつくって届けてくださった

んです。そういったところで、もう少し丁寧に私は体育館とかいろんな箇所、トイレの

改修に関して調べるべきだと思うんですよ。ただ上っ面だけそろえて仕事したなんてい

ってほんと市長、気の毒ですよ。それ信じて、そのとおり答えておるのに、地元の者は

何よって思って。こんなのはってなっちゃうんだから。皆さんがしっかりとした基準で

あげていかなきゃならんと思うんですが、その点しっかりした仕事してると思ってます

か。どうですか。 

●委員長（前川文博） 

質問は簡潔にお願いします。 

△市長（都竹淳也） 

当然、客観的にデータを見ながらやっているという前提で議論しているのでなんです

が、たしかに今、手元のデータ見ても釜崎社会体育館の利用人数が多いことは間違いな

いんです。評点が落ちている、その意味では、利用者数のところはポイントしっかり入

ってるんですが、ほかの高齢者の人たちの一定以上の部分とかそのへんが評点が入って

ないので、ちょっと確認をさせてもらって、和式に不慣れな子どもの利用とか観光客あ

る指定管理所への避難所の指定とか。昨日も申し上げたんですが、そのへんの優先順位

がついているので、一度確認をさせてください。ただ釜崎社会体育館が入っていないか

らといって全体がいい加減な仕事をしているわけでは、決してないので、当然その一つ

一つのことについていろんなことあるかもしれないんですが、一度見直し確認をしてみ

たいと思いますのでお願いします。 

〇委員長（高原邦子） 

そのとおりで、何も釜崎がどうのこうのって個別なことで言ってるわけじゃないんで

すよ。市長の答弁で釜崎だけがそうなっているから全体がそうだと言われたくないと思

うんですが、一をもって十を知るってこともありますからね。一つの仕事のやり方をみ

とって地域の住民の人はおかしいと思ったから、このような資料もつくってきたと思う
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んですよ。だからもう少し丁寧な仕事をして、やっぱり皆さん待ち望んでいることは変

わりないんですから。本当に杉崎の話も今の話もそうですけど、やっぱ実際現場行って、

汗かいて、声聞いとかなきゃだめだと思うんですけど、現場行ってもらえますか。あの

大姶良さん。どうですか。 

□スポーツ振興課長（大姶良透） 

議員おっしゃられるとおり、旧神工グラウンドにつきましては、スポーツ施設ではな

いんですが、近隣の運動場という捉え方でそこを実際に使用してみえるシニアの方とか

サッカーの練習をしてみえるスポーツ団体の方は、どのように使われているかというこ

とを現地へ行きまして調査させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

〇委員（籠山恵美子） 

予算書の１１９ページの教育総務費の事務局費について伺います。先ほど高原委員か

ら質問があったその答弁が私はちっともわからないので、具体的に聞きます。 

報酬給料区分００１、００２ですけれども、会計年度任用職員報酬っていうのは多分

パートタイムだと思います。その下の給料の００３会計年度任用職給ってのは、フルタ

イムの臨時職員だと思うんですね。この人数をそれぞれ教えてもらえますか。 

●委員長（前川文博） 

答弁を求めます。 

□財政課長（洞口廣之） 

手元に資料がございませんので、調査のうえ、改めてご返答させていただきます。 

〇委員（籠山恵美子） 

つまり飛騨市の総務一般管理費のページを見ていても、任用職員給それから報酬これ

よりも断然教育委員会の金額が大きいんですね。つまりパートタイムの臨職、フルタイ

ムの臨職がとても多いんだと思うんですよ。ただそれが任用制度になったために一括し

てここに入っちゃってるもんですから、これまではそれぞれの公民館費あるいは図書館

費の中に給料とか賃金とかで分けて、それなりに人数がわかるんですよ。だけど全部一

括してここに入ってるじゃないですか。そうするとまず実際どのぐらいの人数でやって

おられるのかなと。それからいまコロナ対策で大変なときで、とくに教育委員会関係は

学校関係で休校ってのがありました。その間の臨職の休業補償はどうなっているのか。

自宅待機があるのか。そういうことをちゃんと教育委員会のほうで考えられているのか。

それを知りたいんですよ。ですから人数も把握したいなと。例えば公民館費なんかだと

時間短縮はあっても開いてましたから、休業はないのかな。時間短縮で済んでいるのか

な。でも、学校は開かなくなってしまったら支援員のようなパートタイマーの方は自宅

待機になったら、その方の休業補償はどうなっているのかっていう大変心配なんですよ

ね。これからだってまだわからないじゃないですか。４月以降どうなるかも。だからそ

ういうことなんかがやっぱり人数がきちんと所管ごとに把握されないと私たちも理解

しにくいんですよね。 
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●委員長（前川文博） 

先ほどの人数というのは１１９ページのここでの人数と、あと細かいところも知りた

いと。わかる範囲で。 

〇委員（籠山恵美子） 

今はとにかく休業補償とその働いている方だって家族があるわけですから、その方の

休業補償はちゃんと考えられているかどうかだけでも答弁していただければ。 

●委員長（前川文博） 

先ほどの数字は細かいとこまでわかればという点と今のコロナ関係の休業に関して 

答弁をお願いいたします。 

□財政課長（洞口廣之） 

私からは前段の職員配置数ということについて考え方を少し述べさせていただきた

いと思うんですが、実は予算編成の過程においても非常に課題として捉えておりました。 

これまでは、高原議員からご指摘がありましたように、いろんな目に賃金というかたち

でおいていたものですから、議員様方が予算額を審査いただくのに非常に役に立ってお

ったと思っております。ただ、これが今会計年度任用職員になりまして、この給与の支

給事務というのが全て総務課が一括してやらなければいけなくなるという、実はあの職

員の実務上の課題もございました。そういったことで、教育費に関しましては、教育総

務系と学校系の会計年度任用職員に関する給与については、教育総務費に。その他の社

会福祉関係スポーツ振興も含めますけれども、これについては、社会福祉総務費にまと

めて予算額をおかさせていただく中で対応したいというかたちで、このような提案をさ

せていただいたものでございます。当然中身につきましては、どうして多いかといいま

したら、教育委員会でやはり放課後児童クラブですとかそういった方々もかなりの人数

を抱えてみえますので、金額的に多くなっています。この点については、今ご指摘いた

だきましたので、各目に割り振った人数については、あらためて資料を作成をして配布

をさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

□教育長（沖畑康子） 

コロナの関係での休業についてでございますが、教育委員会の所管しております施設

の中で休業していたのは学校だけですが、学校の支援員も指導員放課後児童クラブ支援

員等もございますので働いていただいております。 

コロナの関係でこちらからお休みをいただいた職員はございません。給食のほうもこ

の間もお答えしたこともあるかと思いますが、保育園もつくっておりましたし、それか

ら掃除等も行なっておりました。あとの施設については開いておりますのでそのままご

勤務をいただいております。 

〇委員（籠山恵美子） 

これで終息するとは思えない現状ですので、この先ちゃんと労働が保証されるのかど

うかというのはいかがですか。今のところは臨時的な対応でとにかく皆さんにきてもら

って働いていたということだと思いますが、もしどうしても休業する状態になったり 
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パートタイムの方は自宅待機してくださいみたいなことになったときの補償は考えられ

てますか。 

□教育委員会事務局長（谷尻孝之） 

教育委員会所管ではございますけれども、今ほど話がありましたとおり、もし学校が

休業ということありまして児童クラブというようなかたちでまた振り替えるというよ

うなかたちもありまして、給食センターにつきましても保育園が動いていれば当然つく

らなきゃいけないというようなことはありますので、今のところ教育委員会所管につき

ましては、そういったかたちのことは考えておらないところでございます。 

〇委員（澤史朗） 

概要説明書の１１ページ、飛騨市民大学のプレ開講についてお伺いしますけれども、

現在公民館講座や誰でも自主講座というふうにして実際講座が行われておるわけですけ

れども、それに加えて、この飛騨市市民大学という新たな講座を開設するこの中身をい

いますと、現在ある講座に加えてということですけれども、これに加えて新たに設置す

る。いわゆる対象者が違うのか。それだけ需要が多くてこれを開講するのか。そのへん

の理由を教えていただきますでしょうか。 

□生涯学習課長（米澤智） 

需要といたしましては、今行われている公民館講座は主に体験的な学習が多ございま

す。その中で、社会人の方が一生を送るうちにもっと突っ込んだ体験学習から興味を持

ったことについて深く学びたいとか、そういったことをツールコンテンツの内容を提供

していきたいと。具体的に申しますと、例えば、これまでふるさと意識を育てるために

郷土料理の勉強をしています。そして一方では、減塩の講座も公民館講座でやっており

ます。スーパーの調理の方に先生なっていただいて、保健師も一緒になってやっており

ます。そして、今年度は部署は違うんですが、市民福祉部のほうで減塩についてのエキ

スパートの方、調味料の会社に勤めてみえた方による講演会などを行っております。そ

ういうことで、導入の部分から近所や市民を講師とした講師がもつ講座、そして専門的

な知識を教えてくれる先生ということで、関連づけて講師設定を考えて設定しておりま

す。それ以前に人が学びに対して持つ思いはそれぞれで、積極的に学ぶという力を持っ

てみる方もみえますし、何かのきっかけを持って、また深い学び・高い学びに入ってい

くという方もみえると思いますので、そういったことで著作活動やメディアとかに多く

活躍してみえる高名な先生に来ていただいて、その方の話を直接聞いて高揚感をもって

学びにつなげると。そういった部分が地方の都市において足らない部分ということであ

りますので、そこを重点的に積み上げていけたらなと、各コースをつくりながら高い学

びをつくっていくというようなことで計画しております。 

□教育長（沖畑康子） 

補足させていただきます。今申しましたようにここの足らない部分と申しましたけれ

ども、市民の皆様に広くという講座はこれまでもたくさんおこなってまいりました。し

かし飛騨市の中には、歴史的にもいろんなところで非常に深い学びといいますか、高い
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知識をお持ちでそういうものを求めていらっしゃる方もいらっしゃいます。これはアン

ケート等でとったわけでございませんけれども、そういう声をちょくちょく聞く中でそ

うした分野につきましても、飛騨市において提供することはできないだろうか、人生長

くなってくる中で生涯学習というのは非常に重要な分野でございますし、ここに書いて

ありますように生涯学び自分を磨くことができる環境づくりということを考えましたと

きに、その分野に踏み込んでいこうと思っているわけでございます。幸いにご存じのよ

うに東大の宇宙天文学のような専門家もいらっしゃいますし、それから薬草等について

もいろんな「つて」といいますか、ができておりますし、いろんなところでそうしたも

のが提供していけるのではないか。そうした機会をきちんと設定することが生涯学習の

中で大切なことじゃないかと思ったわけでございます。 

〇委員（澤史朗） 

継続的・定期的な講座ということで、いろいろ担当部署でその都度、都度講演会等は

行われていると思うんですけども、いわゆる講演会とその講座というのとは、やっぱり

定期的な部分、そして参加者もある程度一定してきてということで違うと思うんですけ

ども、講演会じゃなくて講座にするというその理由というのはありますか。 

□教育長（沖畑康子） 

単発的なそのときの興味だけど、やっぱり続けた学びをつくっていけたらなという思

いでございます。 

〇委員（澤史朗） 

この中身的には、今のお話を聞くかぎり、実際市民からの需要が、特別声があったわ

けではないというふうに解釈しましたけれども、運営委員会の設立というふうに書いて

ございます。そして、ことし後半からプレ開講ということですけれども、検討会の中の

検討内容を見ますと、飛騨世界生活文化センターの方も入ってらっしゃると。実際に飛

騨センターでは、大学の先生たちを呼んで大学の講座やっていますよね。その方々たち

をね、そこまで来た。一歩足を伸ばしてもらって、ここへサテライト的に講座をやると

いう考え方もあるかと思うんです。そうした場合の報償費だとかは多少安くなるかと思

うんですけども、そういったことを踏まえてこの検討会を設立されるのでしょうか。 

□教育委員会事務局（谷尻孝之） 

今議員ご指摘があったことなんです。まさしくそれを考えておりまして、例えばせっ

かく高山までおみえになっているなら、もう一日飛騨市のほうであるとかもしくは別日

であるなら、せっかくそこでつながった先生方を別日にお願いするとかですね。そうい

った関連性も含めながら今後展開していきたいということを考えております。 

〇委員（高原邦子） 

２ページの食育のお話をしたいと思うんですが。私は以前ですね、何年か前に食育の

ことを一般質問でしたことがあります。私は体育、知育、徳育っていうのがあって、食

育が出てきたんですね。私はうれしかったんですよ。私は体育というと学校の教科でも

ありますけども、食育ってのは、本当に何にも代えがたい大切なものなんですね。その
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当時、農水省と文科省の関係のいろんな補助金を使って、いろんな食育に関するそうい

ったものをしたと思うんですけれど、私今回ね、「とってもありがとう給食の日」とかね、

「感謝の気持ちを育む」なんてすばらしい企画かと思っているんです。それで、もう少

しワンランク上げて、朝ごはんを食べてこない子とか結構いるんです。ところが先生た

ちに聞かれるときは、みんな食べてきたと言うそうです。だからアンケートとってもむ

だです。うちの娘たちから話を聞いていますけど、やっぱお母さんたちが変に思われた

らいかんということで、ご飯食べてなくても「ご飯食べてきた」って言うそうです。自

分たちでも家庭科の授業だけじゃなく、家庭科の授業のカリキュラムだけじゃなく、こ

ういった感謝の気持ちとか、食育に関することは、もっともっと深めてもらいたいと思

うんです。私自身は減塩活動を２０年ぐらいしているんですけれど、もう少し教育の場

に食育を取り入れた時間、道徳の時間があるように食育の時間もつくってもらいたいと

いう感覚もあるんですけど、沖畑教育長はどのように考えてみえるでしょうか。 

〇教育長（沖畑康子） 

議員おっしゃいますように、本当食育っていうのはからだ基本をつくってくれるとか

でとっても重要なことだと思いますが、おっしゃられましたような食育の時間という時

間を設けることは、今のカリキュラムの中でちょっと難しいんですが、ただ学級活動、

特別活動の時間の中には、そういった指導することも指導内容として含まれております。

さらにいまの給食は、とても重要な食育の時間でございまして、栄養士が年間何回か順

番にクラスを回りまして、食育の大切な話を各学年に合わせていろんな話をさせていた

だいております。ですから子どもたちが親よりも多分そういった面で詳しいのではない

かと思っております。 

〇委員（高原邦子） 

朝ごはん食べてこないと頭がまわりませんよね。エネルギーとか。ぼーっとしちゃっ

たり。一番担任の先生がわかってらっしゃると思うんです。ですから何とか本当に教育

長、頑張ってくださると思うんですけれど、食育は一生に関わってくる食生活のことで

すから何とぞちょっと力入れて、各学校の校長先生やら皆さんに食育を深めてもらえる

ように指導はしていただけないんでしょうか。お願いしますがどうでしょう。 

□教育長（沖畑康子） 

話をしてまいりますが、すでに各学校一生懸命やっておりますのでご安心くださいま

せ。 

●委員長（前川文博） 

ほかはありますか。ないですか。 

すいません、本来でしたら副委員長と変わるべきなんですが、時間もおしております

ので１点だけ質問したいんですが、ここからさせてもらっていいでしょうか。 

いろいろ来年度のことの学校の授業のこととか出ているんですけども、今のコロナ関

係で１点心配な点がありまして、３月が休校になって１カ月の分の授業を新年度で持ち

越してやるという話がありますが、市内だけでしたらいいんですが、転勤の時期、県内
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各地また県外ということもありまして、教科書メーカーが違うと１年間の中である授業

のカリキュラムは全部通すんだけども、４月にあるところと３月にある教科書があって

転校した場合、その対応はどうなるんだという話が出ていますが、その点についての対

応は何か考えてみえるでしょうか。 

□教育長（沖畑康子） 

これは全国的な話でございまして、文科省からも通知が出ておりますように、指導の

部分については自学年で個別にであったり、それから学年を通してであったり、きちっ

と指導をしていくということを全国学校ではそのことは共通理解をしておりますので、

きちんとその次の学校へそのことを申し送りしまして、指導していただけるように配慮

していきたいと思ってます。 

●委員長（前川文博） 

はい、わかりました。それではこれで質疑を終わります。 

 

◆議案第５４号 令和２年度飛騨市給食費特別会計予算 

●委員長（前川文博） 

次に議案第５４号、令和２年度飛騨市給食費特別会計予算を議題とします。 

説明を求めます。 

□教育委員会事務局長（谷尻孝之） 

それでは、令和２年度飛騨市給食費特別会計予算についてご説明させていただきます。

お手元にあります、予算書の２１７ページをごらん願います。 

まず、歳入ですが、上段、学校給食事業収入につきましては、各小中学校の児童生徒

及び教職員、そして試食費について計上してあります。なお、新年度から、神岡小学校

では一食当たり単価を２４１円から２６０円に、神岡中学校では同じく、２８５円から

３１０円に、それぞれ値上げをさせていただきました。その下、保育園給食費負担金に

つきましては、旭保育園及び山之村保育園からの負担金を計上しています。 

次ページの繰越金及び雑入につきましては、前年度と同額を計上しています。 

次ページ、２１９ページをお願いします。歳出になります。上段は各小中学校、中段

は旭及び山之村保育園のそれぞれ賄材料費について計上しています。以上、簡単ですが、

説明を終わります。 

●委員長（前川文博） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〇委員（住田清美） 

コロナ関係の給食費のことで国が１カ月分の返還をということで、通達をいたしてお

りますが、古川国府給食センターでは卒業する子に関しては返金で、進学する子に関し

ては４月分で調整するというようなことを聞いておりますが、ここの給食会計もそのよ

うな対応になりますか。 

 



 

45 

 

□教育総務課長（岸懸貴則） 

飛騨市内、全て今、議員さんがおっしゃられたような対応をする予定です。ただし、

神岡につきましては、小学校から中学校同じメンバーが持ち上がるということで、神岡

小学校の卒業生については、神岡中学校で４月で調整ということをさせていただいてお

ります。 

〇委員（住田清美） 

神岡のほうでは４月から値上げをされるということなんですが、繰り越す額って旧年

度の額でいきますが、そこに差額が出るような気がするんですが、そのへんは大丈夫で

すか。 

□教育総務課長（岸懸貴則） 

あくまでも新年度の４月分の穴埋めをするだけでございますので、新年度の会計に影

響が出ることはございません。 

 

◆休憩 

●委員長（前川文博） 

ほかよろしいですね。それでは質疑はないようですので、これで質疑を終わります。 

説明職員入れ替えのため、暫時休憩いたします。 

再開を午後２時３５分といたします。 

 

  （ 休憩 午後２時２５分 再開 午後２時３５分 ） 

 

◆再開 

●委員長（前川文博） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

 

◆議案第５６号 令和２年度飛騨市国民健康保険病院事業会計予算 

           【病院管理室所管】 

●委員長（前川文博） 

議案第５６号、令和２年度飛騨市国民健康保険病院事業会計予算を議題とします。説

明を求めます。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

それでは、令和２年度飛騨市国民健康保険病院事業会計予算の説明をさせていただき

ます。まず、予算書に入る前にですが、病院事業会計につきましては、病院自体も職員

が非常に少ないギリギリの中で本当にみんな頑張ってやっています。その中で経営コン

サルのトーマツさんに入ってもらって来年度は６年目となるんですけれども、そういっ

た中で職員一人一人の意識が本当に今変わってきているなというところを感じておりま

す。小さな加算でも取りこぼさないように、その加算をとることで記録とか手間がちょ
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っと増えてしまうような部分もあるんですけれども、そういったところもしっかりとと

っていこうという意識でみんなが向かっています。そうやって頑張っている中で、昨年

度も決算では赤字が出てしまったということで非常に残念な思いでいるんですが、とに

かく単年度で黒字を出して職員みんなのモチベーションを上げたいと。どうせ頑張って

も赤字だろうという気持ちを払拭したいという気持ちで頑張っております。来年度もそ

ういったつもりでの予算立てをしております。 

まず最初に主要事業の概要についてなんですけれども、こちらのほうは昨年度と引き

続きというふうになります。看護人材確保のための学生研修フィールドの提供というこ

とで、こちらは看護師を少しでも確保したいという思いの中で、看護学生を招いて実習

を飛騨市民病院でしていただこうということで、実際７月末に中部学院大学から５名の

方の研修が決まっております。それ以外にも富山大学とかいろいろなところに話をした

りそういうことを進めております。もう１つは、里山ナース院内認定制度による看護師

の育成ということですけれども、こちらのほうは本年度本格的に実施をはじめまして、

初年度はファーストスーパーレベルということで、先般議会のほうでも報告させていた

だいているように認定式を済ませておりまして、今度はセカンドレベルですね、ハイパ

ーコースについてを来年度から取り組んでいくということで、看護師のほうの不足を将

来的に賄っていきたいという思いでおります。あの少しずつではあるんですけれど、近

隣の病院さんとかにいろんなかたちでアプローチをする中で、すでに来年度６月、１名

退職して飛騨市民病院の方に来てくれるという看護師が内定をしているところです。そ

ういったふうに頑張っております。 

あと医師についても研修医制度の中で後期臨床研修の地域研修というのを引き続き

やってまいります。来年度については調整がなかなかうまくいかなかった部分がありま

して、人数としては２８名を予定しております。それ以外に、昨年度古川町出身の小児

科の小枝先生が国立成育医療研究センターのほうにみえるんですけれども、その先生の

つながりもありまして、当院の小児科医の中林が１カ月間の交換研修に参加させていた

だきました。そのつながりで、来年度も今度は中林は当院のほうにいるんですが、成育

医療研究センターの後期研修の医師が１カ月間研修で来てくれるというようなことに

もなっております。今後は後期研修で１年間とか国立成育医療研究センターについては

３カ月間というような研修のほうも予定しております。またほかの病院でも１年程度の

後期研修というような話も出てきておりますので、そういったかたちが実現していくの

を待っているところです。 

では、予算書について説明させていただきます。予算書２４８ページをごらんくださ

い。第２条の業務の予定量ですけれども、市民病院の病床数は現在９１床になります。

患者数は入院患者が、年間２万５，３７２人、１日平均で７０人。外来患者が、年間５

万３，６２８人、１日平均で２２３人。合計で年間７万９，０００人。１日平均２９３

人を想定しております。たかはらのほうにつきましては、入所定員が来年度は５８名と
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なります。利用者数につきましては年間で２万４４０人。１日平均５６人を想定してお

ります。 

次ページで収益的収入及び支出についてですけれども、収入につきましては、市民病

院の事業収益は１４億６，８１４万１，０００円。内訳としまして医業収益で１１億８，

９１２万３，０００円。医業外収益で２億７，９０１万８，０００円。たかはらは事業

収益として、１億２７４万円を見込んでおります。たかはらにつきましては、指定管理

に出ているということもありまして、こちらについては事業収益につきましては指定管

理側というふうになります。 

支出のほうですけれども、市民病院の事業費用は１５億７，２６８万１，０００円。

内訳としまして医業費用で１５億３，４７７万９，０００円。医業外費用で３，７９０

万２，０００円。たかはらにつきましては、介護費用としまして１億１，３３５万８，

０００円。介護外費用で５３７万３，０００円。合計の事業費用で１億１，８７３万１，

０００円を見込んでおります。資本的収入及び支出ですけれども、資本的収入につきま

して市民病院は１，１２０万円、繰入金が１,０７０万円、寄付金が５０万円。たかはら

は繰入金で９４９万円を見込んでおります。 

支出につきましては、市民病院が８，３０７万５，０００円。建設改良費で３，８５

０万８，０００円。企業債の償還金が４，４５６万７，０００円。たかはらにつきまし

ては、建設改良費で５３７万７，０００円。企業債の償還金が２，３７２万８，０００

円。合計で２，９１０万５，０００円を見込んでおります。債務負担行為につきまして

は、来年度新規に起こすものとして、白衣等賃貸借業務委託とＦＭＳ方式による検体検

査業務委託というのを見込んでおります。一時借入金につきましては限度額を２億円と

定めさせていただきます。議会の議決を経なければ流用することのできない経費としま

して、職員給与費で８億５，１２６万３，０００円。交際費で１１４万円を計上してお

ります。他会計からこの会計補助を受ける金額は２億７，３１４万２，０００円として

おります。棚卸資産の購入限度額は、１億５，６５７万８，０００円と定めさせていた

だきたいと思います。 

それでは、２６５ページをお開きください。本年度の債務負担を起こすものにつきま

しては先ほど言いましたように白衣とＦＭＳの委託というのがありますけれども、現状

としまして過年度分も含めたかたちでの調書がこちらになります。ごらんいただきたい

と思います。 

では次２９３ページ、費目別に説明をさせていただきたいと思います。まず市民病院

の事業収益につきましてですが、本年度の予定額１４億６，８１４万１，０００円。前

年度比でマイナスの１，２５３万４，０００円となっております。こちらにつきまして

は昨年度特別利益で２，５００万円、こちらは研修医住宅につきまして市のほうから将

来的な家賃分についての補助としていただいた分ですが、こちらがありましたが来年度

はありません。その関係でマイナスとなっておりますが、実質的には１，２４６万６，

０００円の増ということになります。 
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２９５ページをごらん下さい。こちらはたかはらの事業収益になります。こちらにつ

きましては、昨年度比で総額で１億８，３０３万６，０００円の減となっております。

こちらは指定管理に出した部分での金額の差異になります。とくに５.その他介護外収益

の２番その他介護外収益８，２５８万９，０００円が計上されております。こちらにつ

きましては、出向している職員の人件費を一時的に市で立て替えているものですから、

介護収益のほうを当てていただくということで、最終的に戻していただく想定の額にな

ります。 

では支出のほうにはいります。市民病院の事業費用ですけれども、こちら給与費が総

額７億６，８５４万７，０００円で計上しております。昨年度は８億８,１８４万６，０

００円で差し引き１億１，３２９万９，０００円の減となっております。こちらにつき

ましては会計年度任用職員に移行する関係で、これまで医師の報酬、非常勤の医師につ

いて報酬で支払いをしておりました。ただ会計年度任用職員制度に移行するにあたって、 

報酬からの支出ができなくなるということがありまして、こちらを次のページ経費のほ

うの１番報償費こちらに移させていただきました。この報償費にある１億３，１３０万

９，０００円というのが非常勤医師の報酬というふうになりますのでご理解ください。 

ではもう一度戻っていただきます。医師については正職員だけになりますのでそのま

ま５名で想定をしております。看護師につきましては正職員が３６人と任用職員が２２

人、医療技術員は正職員が２０人と任用職員が２人、事務員が正職員が６人と任用職員

が１６人というふうに想定をして予算立てをしております。正職員につきましては病院

が６７人、たかはらが１０人、合計が７７人。その７７人のうちの３人が再任用の職員

というふうになっております。任用職員につきましては、フルタイムが４５人、パート

タイムが２１人、合計で６６人というふうになっております。 

２番の材料費のほうですけれども、こちらは総額で１億５，８０７万８，０００円を

計上しております。昨年度比で１，１７０万６，０００円減額となっておりますが、こ

ちらにつきましては先ほど債務負担行為のほうで出ておりましたＦＭＳというもの、こ

ちらは検体検査の支援業務の委託なんですけれども、検査試薬と検査機器とかを一体的

に委託というかたちの中で月額方式で支払いをしていくという方式がありまして、大き

な病院とかはかなりそういう方式をとっていると。それによって経費の削減が図れると

いうことがあります。それを進めようということでこの金額が診療材料費のほうが減額

となったものです。 

では、２９７ページのほうをごらん下さい。経費ですけれども、報償費は先ほどご説

明したとおりです。非常勤の医師につきましては宿直員をいれて３５名を想定して計上

しております。２番の旅費交通費ですけれども、こちらのほうは昨年度に比べて６４万

４，０００円ほど増額となっておりますが、これは会計年度任用職員の通勤手当がこち

らから支出することになっておりますのでその分の増となります。 

次、職員被服費ですが、こちらは昨年度に比べて１６０万６，０００円の増となって

おりますが、今回は被服のほうをさら新する予定で進めております。枚数等の変更があ
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りますので、予算上こういった額で計上させていただいております。ちょっと飛びまし

て食糧費、８番ですけれども、こちらのほうは１９７万７，０００円を計上しておりま

す。昨年度比で９８万２，０００円の増となっております。こちらにつきましては、医

学生のお弁当とかを今までは自費でというふうにしていたんですが、病院のほうで準備

をするということにしましたのでその分と、あとは研修医が来た時に常勤の医師が毎月

研修医が必ずいる間に１回はちょっと飛騨牛とかを食べてもらったりというような会を

自費でやっております。それについていま市のほうでも、規定ができましたので、その

規定に基づいて、どれだけか規定の範囲で公費でも負担をしていこうというものです。

将来的にその研修医に戻ってきてもらうための種まきという大事な事業でありますので

ご理解ください。 

１０番の修繕料ですけれども、こちらのほうは２，６６３万６，０００円ということ

で昨年度に比べて６３１万円の減となっております。１２番、賃借料ですが、３，９９

３万３，０００円を計上しております。こちらは前年度比では５４６万５，０００円の

増となっておりますが、来年度基準寝具の契約更新また防炎のカーテンの契約更新とい

うのを想定しております。そのへんの増を見込んでおります。１４番の委託料ですけれ

ども、こちら１億７，５４６万４，０００円ということで昨年度比１，５１８万１，０

００円の増となっております。こちらにつきましては、先ほど言いました検体検査業務

委託の関係の増というふうになります。 

少し飛びまして６番研究研修費の旅費についてですが、こちらは３１５万ということ

で昨年度比で１１０万円の増、また４番の研究雑費につきましては２８５万３，０００

円ということで昨年度比で９０万４，０００円の増となっております。こちらは先ほど

いいました里山ナースの関係で一生懸命頑張っている里山ナースのファーストを取得し

た人たちにもっともっと頑張ってもらうために研修に行く費用を負担していくというこ

とで、この金額を計上しております。 

続きまして、医業外費用のほうで３番その他雑支出ですが、こちらが３，１６０万６，

０００円ということで前年度比で１，０７７万２，０００円の増となっております。こ

の内訳としましては、来年度トーマツへの委託につきまして市民病院を将来的にどうし

ていこうかという部分、場合によっては建て替えとかそういったことも含めてというよ

うな計画を来年度中に策定する予定としております。通常の経営支援に含めてそういっ

たことをするために、少し増となっております。将来計画につきまして８９３万１，０

００円で計画を立てたいというふうに考えております。あと経営指導のほうは例年より

かなりスマートにしまして４３１万２，０００円を計画しております。 

それに会計指導で１９８万円ということで、委託料が１，５２２万３，０００円とな

る関係で１，０００万円ほどの増額となっております。たかはらのほうについてなんで

すけれども、たかはらの事業費用につきましては先ほどもいいましたように、給与費は

年間分を通して一旦市で払っておいて最終的に戻してもらうというふうに進める予定で

おりますので、出向をしている職員の給与費のみ残っております。それに経費としまし
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て修繕料と建物の火災保険料、申請手数料こちらのほう今回いろいろと転換をしたりす

る関係でかかる部分につきましてを県証紙を８万円分みているというところです。あと

は減価償却費と経費のほうでは減価償却費をみております。介護外費用としまして企業

債の利息を４６８万８，０００円見込んでおります。あとは消費税とか一般一時借入金

の利息を見込んでいるということになります。 

では３００ページのほうをお願いします。資本的収入及び支出につきましてですが、

市民病院では他会計繰入金が一般会計の繰入金で１，０７０万円を見込んでおります。

あと寄付金のほうで５０万円。たかはらは一般会計繰入金のみで９４９万円となってお

ります。 

３０１ページの資本的支出ですけれども、こちらは有形固定資産の備品購入費ですね、

こちらで３，８５０万８，０００円を見込んでおります。具体的な部分としまして全自

動血液凝固測定装置とか、あとはそんなに大きなものは来年度は少ないんですけれども、 

突発の故障対応というのもちょっと大きくみております。というのも今年度も婦人科と

かで使っているエコーが老朽化によって年度途中で故障してしまいました。今年度につ

きましてはほかで計画をしていた備品とかをやりくりをする中で、新規に購入をしたり

という対応をしておりますので、そういったかたちでのかなり機器類が古いものが増え

ておりますので突発対応も必要になってきております。 

たかはらにつきましては、機械及び備品のほうで５３７万７，０００円を計上してお

ります。こちらは厨房用の洗浄機とブラストチラー急速冷凍機、食材・食品をつくった

ものとかの急速冷凍をする機械を見込んでいるものです。 

では続きまして２５５ページをごらん下さい。キャッシュフローになりますけれども、

こちらのほう業務活動によるキャッシュフローこちらにつきましては、本業の部分です

ね、病院事業のほうでどれだけ稼げているかというような部分のものになります。市民

病院につきましては、業務活動によるキャッシュフローが合計２，４０４万７,６７１円

となっております。その下の２番、投資活動によるキャッシュフローですけれども、こ

ちらは企業がどれだけ投資をしているかを表すものという部分になります。事業拡大の

ために設備投資でマイナスとなるというのは成長している企業の証という部分でもあり

ますが、市民病院ではマイナスでの２，４３０万８，０００円となっております。 

３番目の財務活動によるキャッシュフローですけれども、こちらにつきましては資金

の調達や返済など企業の財務に関するものを指しておりまして、一般的には企業の業績

が良ければキャッシュフローはマイナスとなるものだそうです。市民病院ではマイナス

４，４０６万７，０００円となっております。資金の期末残高としましては３億７，７

４５万６，００３円を見込んでいるという状況です。こちらたかはらにつきましては業

務活動のほう、これは指定管理に出ているということがあってのものなんですけれども、 

業務活動のほうがマイナス１，６８４万６，７２４円。投資活動によるキャッシュフロ

ーが４６０万１，０００円。財務活動によるキャッシュフローがマイナスの２，３７２

万８，０００円となっておりますが、業務活動がマイナスで財務キャッシュフローがプ
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ラスの状態が長く続くと企業が倒産する危険があるということですけれども、たかはら

につきましては財務キャッシュフローにつきましてはマイナスの状態になっております

ので持っているお金としましては６億９，９４５万９，１５１円ということもあります

ので、指定管理の一期の期間中はそう心配はないものと想定をしております。私からの

説明は以上とさせていただきます。 

●委員長（前川文博） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〇委員（籠山恵美子） 

今いずれは市民病院の建て替えっていう説明もありました。建て替えるとなったらど

のぐらいの資金がいるんですか、建設費用が。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

一般的にということですけれども、１ベット当たり今２，０００万円ほどというのが

言われています。簡単な方式ではないんですけれども、直接建てる方式じゃないような

ことも含めて何か良い方法がないのかということを考えていけたらということも含めて

コンサルのほうと調整を進めていきたいなというふうに考えております。というのも研

修医住宅が今回賃借をするというかたちで建てることができました。まあ飛騨市として

は初めての方式なんですけれども、１０年間の定期での賃借ということで長い目でみる

と非常に病院としての経費は削減できたのかなというふうに考えておりますので、病院

本体のほうではなかなかそういう方式は難しいですけれども、何かいい方法がないかな

ということも含めて考えていきたいと思っております。 

〇委員（籠山恵美子） 

今朝の中日新聞にも皆さん読まれていると思いますけど、再編統合を宣伝しに全国回

ってた厚労省がですね、今コロナウイルスの感染症の対応で公立公的病院の果たす役割

が話題になったとその中でね、こうした有事の際に対応できるよう常に余裕を持ってい

る必要があると。その中の全国自治体病院協議会の会長は言ったそうです。受け入れの

中心を担っている地方の公営病院の現状に触れてそう言ったと。ですから本当に失くせ

ないですよね。そう思うと、国に診療報酬をもっと引き上げとか、いろいろ国に対して

言うこともありますし、一方ではとにかく公立病院存続のためにいろいろ手立てを取ら

なきゃならないですよね。そういう意味では前にも言ったように、いずれは久美愛病院

にしかない感染隔離病床、それを飛騨市でも持てるだけの機能を備えられる病院に成長

させるっていうことも大事だと思いますし、そのためにいずれ病院を建て替えるという

ときに建設基金みたいなものをつくっておく必要があるのか。あるいは国家病院という

ものは、それなりに国庫負担がちゃんとついて基金などで貯めておかなくても、ある程

度の財源が２億円、３億円くらいあったら建てられるものなのか、そのへんの見通しは

市長、ご存じならどうでしょうか。 
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△市長（都竹淳也） 

私自身も我々もそこまで明確にどのぐらいだったらどうなるのかとかわからないもの

ですから、今回その費用を入れてあるのはそういう意味もありましてですね。議論のた

たき台の一番大もとをつくるために、一体、今後もちろん人口の問題とか規模の問題と

かいろんなこともあるんですが、将来像を一回描いてみたときにどのくらいのコストが

かかるのかというのも専門的な見地から見ていただいて、そういったものを頭に置きな

がら次どうしていくという議論をするのかなというふうに思っておりますし。高度の医

療ということはなかなか飛騨市民病院難しいんでしょうけれども、ただ地域医療、地域

包括ケア的な訪問診療も含めた地域医療全体を支える拠点病院という役割はきっと維持

されていくんだろうと思うんですね。そうしたときにどういう体制で何が必要なのかあ

るいはそのベッドのあり方としてどういうことがいいのか。そうしたことも今回のコン

サル業務の中でベースになるものをまず整えたいなとそのうえで考えていきたいなとい

うところでございます。 

〇委員（籠山恵美子） 

新年度中にある程度のかたちをつくるんですか。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

これまでの業務委託をしている中で、外来業務とかについては一度洗い出しはしてあ

るんです。改めて今数年経ちましたので、もう一度その外来業務とかも洗い出しをして、

この経過しての変化とかそういうところも見たいと思っておりますが、いずれにしまし

ても全体的な計画を来年度中に立てていきたいと考えております。 

〇委員（上ケ吹豊孝） 

年代忘れましたけど、神岡で何年か前に２、３年続けて医学部へ進学されて将来的に

は飛騨市民病院で働きたいというようなことでなんか大変明るいニュースだなあと思っ

たんですが、まだ学生なのかもしれませんけど、あの子たちはどうなったんですか。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

高校生から医学部に受かって非常にこう地域を守るんだという希望を持って進学をし

ていただいているんですが、数名だんだんと卒業されたりする年代になってきておりま

す。初期研修とかそういった部分に入っているんですけれども、ただ、勉強をしていく

ともっと勉強したいとか市民病院にない科とかそういったところでの方面に進みたいと

か、そういったことが結構出てきてしまう部分も否定できないところなんです。なかな

か今のところは卒業された方で、直接すぐに戻ってきてくれそうな方というのはいない

のかなというところです。ただここ数年、本当に立て続けに医学部へ行かれていて、今

年度１年生でもうすでに研修に来てくれている子とかは必ず戻ってくるよということで、

先般ひと月に来てたんですけれども、年度が替わって４月からもまた来てくれることに

なっているんです。そのぐらい一生懸命つながりをずっとつくりながらというのはでき

ていますので、その子が卒業するくらいにはだいぶ期待をしていていいんじゃないかと

思っています。 
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〇委員（水上雅廣） 

キャッシュフローを説明していただきましたけど、室長は大丈夫よという安心感を与

えるような説明だったと思いますけれども、でも赤だよね。これは現実なんですよね。

トーマツが入っていただいていろいろと経営改善されて努力をされて。申し訳ない。そ

の前に病院そのものが必要やって大前提という、ここはみんなそういう立場の中で聞く

んですけど、心配なんで聞くんですけど、この改善って図っていくことができるのです

か。 

まず赤字を黒に変えていく。要は現金をしっかり持っていけるっていうところまで経

営改善はめどは立つのかな。どうなんでしょうということなんです。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

病院としましては、一番最初冒頭にもお話ししたように本当に改善努力として精一杯

やっている部分はあります。ただそれだけではなかなか難しいところが現実です。そう

いった中で今年度というのは、令和元年度から、繰入金については繰入基準の額どおり

で入れていただくようなかたちの中で、病院としても努力をして相乗効果として少しず

つ、今までの赤字を埋めていけるようにしなければいけないということで動いていると

ころです。もちろん今年度の決算が出てみないとわからないところではありますが、本

当に単年度黒字を少しずつ続けて改善を図っていくということで今年度から向かってい

るところです。 

〇委員（水上雅廣） 

今籠山委員おっしゃてたように、先ほど計画の説明もありました将来の建て直しは、

老朽化ということでの建て直しへということで解釈していいんですね。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

建物も平成元年度に建てたものですので老朽化は本当に進んでおります。もう１つに

は、市民病院のサイズですね、今のサイズ感でいいんだろうかというところも含めて来

年度の計画ではしっかりと考えていきたいと思います。今後今のままの病院の規模は、

地域では必要ではないような状況は出てくるというのは想定しておりますので、そこを

見込んだかたちを計画していきたいとは考えております。 

〇委員（水上雅廣） 

病院としての機能ということで解釈していいということですね。かつて議論があった

ような診療所とかそういったことまで含めて検討するということではなくて、あくまで

も建築の規模が必要な規模として病院としてやっていくのにどうしていきたいかという

ことを検討していくと、そういう解釈でよろしいですか。 

△市長（都竹淳也） 

有床診療所とかということを想定しているわけではなくて、あくまでも病院という機

能をしっかり維持していくという前提で考えておりますので、ただサイズ感のことは経

営のこともありますけれども、そもそも医師・看護師の確保ができるかどうかという大

問題もありますので、それから今年先般お話をさせていただいたんですが、地域包括ケ
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ア病床のような求められる病床の役割が変わっているってこともありますから、そうい

ったところをトータルでみて検討していくことになろうかと思いますが、いずれにして

も病院だという前提を崩さずに向かいたいと思っております。 

〇委員（野村勝憲） 

都竹市長から医師確保の話でましたけれども、なかなか難易度高いんですけれども苦

労されていると思いますが、２９７ページ１９番目広告宣伝費として３６３万円予算計

上されているわけですけれども、具体的に例えばメディアを含めて広告ツールみたいな

ものどのようなものを使っていらっしゃるんですか。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

医師とか看護師そういった職種の有料サイトの掲載とか新聞広告の掲載とか個別民間

事業者のイベントとかですね、そういったものへの参加とかそういったことは実際にし

ております。ただ医師に関してはなかなか有料サイトで来ていただいたり過去に一、二

例あったようなんですけれども、なかなか定着をしてもらえないとかそういったことも

あったようですので、医師確保は地道に富山大学とか今までのようなスタイルを大事に

していくのが一番かなと思っております。 

〇委員（野村勝憲） 

そうしますと基本的には従来踏襲してきたようなかたちを今もやっているというよう

なことでよろしいですか。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

そうなんですけれども、ただ先ほども申しましたように民間病院とかでも医院長との

繋がりとかの中で後期研修医を１年間出したいというような話があったり、やっぱりつ

ながりを大事にして招致していくというかたちが一番なのかなと。あと新しい手法とし

て医師が立ち上げた求人サイトとかがありまして、先般も説明を受けたんですけれども、

ただ単に募集をしているよという求人サイトじゃなくてこんな魅力的な病院なら一緒に

働きたいなというところを見せていくというのが最近増えています。もうすでに１つは

市民病院も取材に来て掲載されているんですが、もう一箇所話がありましてまた今後は

そういったところも出していけるのかなと。これについてはうちのほうに来ている自治

医大で県から派遣をされている医師とかも、そのサイトわりと見ているよと情報交換が

結構できるようなサイトになっていまして、こんな症状の患者さんに対してどうなんだ

ろうというようなＹＡＨＯＯ知恵袋のような機能とかも持ったようなサイトでして、救

急の対応とかで若い先生方は割と使われているようなんですが、そういったところとか

をうまく使うことで、病院の魅力を発信して小さな病院でもこんな医療ができるんだな、

とかそういうところで売っていくのが一番間違いがないのかなと今は感じております。 

〇委員（野村勝憲） 

確かにきめの細かい手法を取っていかないとなかなか難しいと思うんですね。そうし

た中でトーマツさんっていうのはコンサルの中でも病院経営についてはやっぱなかなか

という評価があると思います。そういうトーマツさんをせっかく使っていらっしゃって
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６年になるわけですね。トーマツさんはいろんな病院やってらっしゃいます、全国的に

はご存じだと思うんですけれども、そういういろいろなところに入っていらっしゃるサ

クセスがあるから入れるわけですね。成功例があるから。したがって、そういったトー

マツさんの持っている人脈ですね、６年もなら人脈もできてきているわけですから人脈

から医師をご紹介いただけるとかそういった手法が取れないものなんですかね。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

契約先同士で取り合ったみたいなことになってしまうのはちょっと難しいのかなと思

いますが、ただおっしゃられるような転職を考えているような先生がいないかとかそう

いったことは今後また話をしてみてそういうかたちにつなげてもいけるかと思いますの

で検討してみたいと思います。 

〇委員（籠山恵美子） 

まず外来患者の数ですけど、１日、２２３人って書いてあります。やはり患者さんも

増えないことには経営が良くなっていかないのは当然ですから、ただ医師が足りないと

いうことでいうと今の市民病院は１人の医師が抱える患者としてもこれで目一杯って感

じですか。この患者数で余裕はありますか。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

病院外来だけではないもので、入院患者の対応とか検診の対応とかそういうことも含

めると常勤医にとっては結構いっぱいいっぱいです。この人数というのは非常勤の先生

も入っての話ですので。非常勤の先生は午前中とか午後とか決まった枠でこられて予約

患者を中心にみられています。その中で非常に患者さんが多い科もありますし、そこま

でではない科もあります。ただ常勤医は常にいろんなところで対応をしている状態です

ので結構いっぱいいっぱいな状況ではあります。 

〇委員（籠山恵美子） 

市民病院ですから飛騨市市民全体の病院なので、どうしても私の住んでいる古川の

方々はまちなかのかかりつけ、町医者は持っていて当然だと思うんですけど、市外の大

きな病院にどうしても足が向いてしまう、合併前からそういう傾向がありましたから、

その古川の方々を市民病院のほうに足を向ける、市民病院になるべく市外の日赤とか久

美愛にかかるようなところを市民病院を活用してもらうっていうふうにもっていくって

いうことも大事なことだと思ってるんですよね。だけどそうなるとすごいお医者さんが

足りない、ネックなんですね。まだ余裕があるっていうことならば、何とかお医者さん

専用で巡回しておるタクシーもできますよね。なるべく古川の方々にも市民病院の良さ

をＰＲしてあちらのほうにかかってもらうっていうそういう努力も必要かなぁと思うん

ですけどねぇ。どうでしょうかねぇ。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

現実的には数年前くらいから合併後からというところですけれども、古川の企業さん

が検診とかを飛騨市民病院で受けてくれたりするところが割と増えてきています。検診

を受けていただくとその後の部分も精密検査とか必要になったりすると、飛騨市民病院
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のほうに来ていただいたりとかそういうつながりはできています。そういった中で具体

的にどれだけという数字は持ち合わせておりませんが、体感的には古川とかの人も受診

される方が意外と出てきているなというのは感じております。 

また市外の病院よりも検診が親切だといっていただいたりはしておりますので、人手

もない中ですが、親身な対応ができているのかなというふうに感じております。 

●委員長（前川文博） 

ほかはありますか。 

〇委員（高原邦子） 

あの債務負担行為にＦＭＳ方式による検体検査業務委託ですか。これ５年契約ぐらい

でされるんじゃないかと思うんですけれども、これ費用を少なくするためということな

んですけども、メリットとデメリットを教えていただきたいと思うんですけど。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

１つには検査機器ですね、検査機器が現状では病院として購入をして病院の資産とし

てもったかたちで使っております。このへんが病院の資産ではなくなります。これはＦ

ＭＳと書いておりますがいくつか方式があるんです、同じような方式で。いずれも資産

として持たなくなるのは変わらないんですが、委託をした段階で全部機械を入れ替えて

しまう業者さんとそうじゃなく今使えるものは使ったままにしておいて、故障したり具

合悪くなってきたら早めに交換するというような方式をとる業者さんといます。もちろ

ん委託金額とかによって選ぶかたちになってはくるんですけれども、いずれにしても資

産の管理という必要がなくなると。あと業者さんのどこになるかによってもあるんです

けれども効率的に検査ができたり、検査機器同士の連携がとりやすくなったりというこ

とが出てくるのかなと。あと検査試薬が病院として購入するよりも大きな単位でまとめ

て購入をするかたちをとるんで非常に安価になると。結局その検査試薬の部分で金額的

なメリットが出てくるということになりますので、病院としては非常にありがたいこと

だと考えております。 

〇委員（高原邦子） 

これ５年くらいですよね、契約って確か会社との。意中の会社はあるんですか、ちゃ

んと飛騨市の条件に合いそうな。それは入札とかそういうことをして決めていかれるん

ですか。いろんな条件揃わないとやっぱし相手の会社のくせとかいろんなのもあると思

うので、そのへんはちゃんと研究されているのでしょうか。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

すでに複数の会社の提案とかは受けております。今後はプロポーザル方式でこちらで

求める仕様書を提示する中で、それ以上に期待値の高いところを選んでいきたいなとい

うふうに考えております。 
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◆休憩 

●委員長（前川文博） 

ほかよろしいですか。それでは質疑がないようですのでこれで質疑を終わります。 

ここで暫時休憩といたします。再開を午後３時３５分といたします。 

 

（ 休憩 午後３時２６分 再開 午後３時３５分 ） 

 

◆再開 

●委員長（前川文博） 

休憩を解き会議を再開いたします。これより予算特別委員会に付託されました案件に

ついて討論採決を行います。最初に議案第４３号令和２年度飛騨市一般会計予算につい

て討論を行います。討論はありませんか。 

〇委員（籠山恵美子） 

議案第４３号令和２年度飛騨市一般会計に賛成して意見を述べたいと思います。本当

に短い圧縮した時間での審査でしたので、一から百まできちんと審査できたわけではな

いと思いますけれども、議員生活の中で一般会計に賛成するのは２度目です。あの本当

にそれでもいろいろあの首をかしげるところもありましたし―――。 

●委員長（前川文博） 

籠山委員ちょっと待ってください。申し合わせ事項の中で討論については、反対討論

があった場合に賛成討論という申し合わせがこれまでにあるんですけども、逐条の中と

かでも任期が変わった場合、またそこを踏襲しなくてもという部分もありますので、今

回ちょっとここでほかの反対討論という方はおみえではないですか、まず。 

  （「なし」との声あり） 

●委員長（前川文博） 

ないですね。反対討論はないんですが賛成討論を行うということでまずこれについて

は了解いただけますでしょうか。反対という方はとくにおみえでは、する必要ないとい

う方がおみえでしょうか。 

〇委員（水上雅廣） 

反対なのか賛成なのかわかりにくい討論では困る。討論というのは誰かに訴えてしっ

かりと自分の意志にしたがってもらいたいというか私のほうの思いによってもらいたい

ということでされるわけですから相手方がないのにっていうこともありますし、今述べ

られることがそういう思いであるのなら、そのようにされてもよろしいかなというふう

に思います。 

●委員長（前川文博） 

ほかにご意見はございますか。いま皆さんに説得というか皆さんを引っ張っていくよ

うな意見であればよろしいんじゃないかということですが、賛成討論を今聞くというこ

とで進めさせてもらってもよろしいですか。 
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●委員長（前川文博） 

はい、ではご異議がないようですので、それでは籠山委員の賛成討論を許可いたしま

す。 

〇委員（籠山恵美子） 

ありがとうございます。続きからいきます。賛成です。賛成討論をしたいと思いまし

て手をあげました。全体的には市長の方針である「みんなが楽しく心豊かに暮らせるま

ち」ということ、それと今回私も慎重に頭において審査したのは、やはり弱い人の立場

を守るのが政治の仕事だとおっしゃっていた。そのことが予算のきめ細かい民政の分野

でいろんな施策を新しく立ち上げてくださって、それが盛り込まれていた。このことは

とても大事なことですし、市民に大変評価されるのではないかなと思います。 

ただコロナ対策が緊急事態なので、この１年間どうなるかわかりませんね。決算のと

きには予算の内容もがらっと変わるかも知れません。それはそれで決算のときにまた慎

重に審査しますけれども、大変なときですけれども、この予算書をなるべく１つでも２

つでも多く実現していただければいいなと思って賛成いたします。 

●委員長（前川文博） 

ほかに討論はございますか。 

それでは討論がないようですので討論を終決し、採決をいたします。 

反対討論がございませんので、本案は原案のとおり可決すべきものとして報告するこ

とにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

●委員長（前川文博） 

ご異議なしと認めます。よって議案第４３号は原案のとおり可決すべきものとして報

告することに決定いたしました。続きまして議案第４４号、令和２年度飛騨市国民健康

保険特別会計予算から議案第５４号、令和２年度飛騨市給食費特別会計予算までの１１

案件について一括して討論を行います。なお討論は議案番号を述べておこなってくださ

い。 

討論はありませんか。 

 （「なし」との声あり） 

●委員長（前川文博） 

討論なしと認め、討論を終結いたします。これより採決をいたします。 

議案第４４号から議案第５４号までの１１案件について一括して採決いたしたいと思

います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

●委員長（前川文博） 

ご異議なしと認めこれより一括採決いたします。 

議案第４４号から議案第５４号までのこれら１１案件は原案のとおり可決すべきもの

として報告することにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」との声あり） 

●委員長（前川文博） 

ご異議なしと認めます。よって議案第４４号から議案第５４号までの１１案件につい

ては原案のとおり可決すべきものとして報告することに決定いたしました。 

次に議案第５５号、令和２年度飛騨市水道事業会計予算及び議案第５６号、令和２年

度飛騨市国民健康保険病院事業会計予算の２案件について一括して討論を行います。討

論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

●委員長（前川文博） 

討論なしと認めます。それでは討論を終結し、採決をいたします。 

議案第５５号及び議案第５６号の２案件について一括して採決いたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

●委員長（前川文博） 

異議なしと認め、これより一括採決いたします。これら２案件は原案のとおり可決す

べきものとして報告することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

●委員長（前川文博） 

ご異議なしと認めます。よって議案第５５号及び議案第５６号の２案件は原案のとお

り可決すべきものとして報告することに決定いたしました。 

以上で本委員会に付託された案件について審査を終了いたしました。 

ここでお諮りいたします。予算特別委員会付託案件の審査は議員全員の構成による委

員会で行われましたので、本会議における委員長報告は会議規則第３９条第３項の規定

により省略したいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

●委員長（前川文博） 

異議なしと認めます。よって本会議における委員長報告は省略することに決定いたし

ました。 

 

◆閉会 

●委員長（前川文博） 

以上で３日間にわたり審査いただきました予算特別委員会を閉会といたします。長時

間の審査お疲れ様でした。 

（ 閉会 午後３時４２分 ） 
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飛騨市議会委員会条例第３０条の規定により、ここに署名する。 

 

予算特別委員会委員長     前川文博 


